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こ①ユーザーズマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくよ 
うにしてください。 


ま全にかかわる表巧 

プリンタを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアルの指示に従って操作してください。 

この ユーザーズマニュアルには プリンタのどこが危険か、指示を巧5ないとどのような危険に遭うか、どう 
すれば危険を避け5れるかなどじついて説明されています。 

また、製品内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルがおり付け6れています。 

ユーザーズマニュアルな 5びじ警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「を意」という用 
語を使巧しています。それぞれの巧語は次のような意巧を持つものとして定義されています。 



指示を守らないと、 人が死亡する、または 重傷 を有うおそれがあることを 
41 \しまず。 


A ミ牛 ^ 

キ旨示が巧らないル傷やけがのおそれ、および物の損害の発牛のお令■れ 

/!\ま局 

があることを示します。 


危険に巧するを意•表示の具体的な内容は「を意の喚起」、「行為の禁止」、「行為の強制」の3種類の記号を 
使って表しています。それぞれの記号は次のような意巧を持つものとして定義されています。 

を意の喚起 を意の喚起は、 「 A 」 の記号を巧って表示されています。この記号は指示を守らない 

と、危険が発生するおそれがあることを示します。記号の中の給表示は危険の内容を 
图案化したものです。 



童'伸の物誓による沾害のおそれが 

あることをおしまず。 

A 

けがをずるおそれがあることを示 
します。 


発煙または発义のおそれがあるこ 

瓜 

おなどがはさまれるおそれがある 

とを示します。 

ことを示します。 

回 

盛重のおそれがあることを示しま 
ず。 

A 

特をしない一祕的な洋意 • 警告を示 

します。 

A 

乂傷を負5おそれがあることをお 
します。 

A 

化内に入れるとち害な物質である 
ことを示します。 





















行為の禁止 行為の禁止は「&」の記号を使って表示されています。この記号は行為の禁止を表 

します。記号の中の給表示はしてはならない行為の内容を図案化したものです。 



プリンタを分辆-修理-改造しない 
でください。感電や义災のおそれが 
あ0ます。 

雜 

めれた手で触5ないでください。壁 
雪のおそれがあります。 


指定された場所には軸 S ないでく 
ださい。感電や义傷などの傷害が起 


水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。感電や発义のおそれ 


こるおそれがあ0ます。 


があります。 

(§) 

金属類を差し込まないでください。 
感電のおそれがあります。 


薬品類をかけないでください。電源 
コードや本体電気部品の劣化によ 
る感電や义がのおそれげあります。 

® 

破損した電源コードは使わないで 
<ださい。感電や乂災のおそれがあ 
ります。 


直射日光を避けてください 。発乂の 
おそれがあります。 


手や髮の毛を近づけないでくださ 
し、装置内部に巻さ込まれてけがを 
ずるおそれがあ0ます。 

(§) 

不を定な場所を避けて < ださい。は 
だをするおそれがあ0ます。 


お子様を近づけないでください。に 
だをずるおそれがあ0ます。 


たこ足配線にしないでください。室 
么のおそれがあります。 


電源プラグを中途半端に差し込ま 
ないで<ださい。乂災のおそれがあ 


電源コードをねじ己ないでくださ 
し)。感雷や义がのおそれがありま 


ります。 


す。 

® 

プリンタを一人で持ち上げないで 
ください。けがをするおそれがあり 
ふ苗0 



行為の強制 行為の強制は「参」の記号を使って表示されています。この記号は行為の強制を表 

します。記号の中の絵表示はしなければならない行為の巧容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為が必要です。 


运 

プリンタの電源プラグをコンセン 
卜から祐いてくだホい。感雷や火が 

のおそれがあります。 

【&常】 

電源コードは AC 1日日 V のコンセン 
卜に苦し;入んでくだホい。火がや漏 
重のおそれがあります。 

C 

電源コードはプラグを持って抜いてくだ 
さい。コード部分を引っ張るとコードが破 
損して义災や感電のおそれがありまず。 



本夕中で使用する記号の意味 


このユーザーズマニュアルでは、「安全にかかわる表示」のほかに、本文中で次の2種類の記号を使っていま 
す。それぞれの記号について説明します。 


記号 

巧 容 

記号 

巧 容 

要 

この注意事項および指示を守らないと、プリンタ 
が故障するおそれがありまず。また、システムの 
運巧に影響を与えることがあります。 

ック 

このを意事項および指示を守らないと、プリ 
ンタが正しく動作しないことがありまず。 
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ご注意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断範載することは禁止されていまず。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがありまず。 

3. NEC の許可なく複製-改変などを行うことはできません。 

4. 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありま 
したら、 お買い求めの販売店にご連絡ください。 

5. 運用した結果の影響じついては4項[こかかわらず責任を負いかねますのでご了承<ださい。 

目.本製品を第兰者に売却-譲渡ずる際は必ず本書も添えてください。 


© NEC Corporation, NEC Embedded Products, Ltd. 2012 
日本電気株式会社、 NEC エンべデ、ソドプ□ダクツ株式会社の許巧なく複製-改蛮などを巧うことはできません。 



はじめに 

このたびは NEC のプリンタをお買いホめいただき、まことじありがとうございます。 


本マニュアルは、 NEC ドットプリンタ Multiimpact 700 XA / 700 XAN / 700 JA / 700 JAN (じ(下、まとめて 
「 Mul 川 m 阳な700シリーズ」と呼びます）を正しくお使いいただくための手引きです。 

本マニュアルには Multilm 的な700シリーズの設置、操作、保守に必要な情報を記載していますので、日常 
使田する上でわか6ないことや具合の悪いことが起きたときにぜひご利用ください。 

また、ソフトウェアマニュアルとオンラインマニュアル（プリンタソフトウェア CD - ROM 収録）もご覧く 
ださい。 


マニュアルの構が 

このユーザーズマニュアルは、初めて MUIti I m 的な700シリーズをお使いじなる方が始めか5順序よくお読 
みになれば 、 Multiimpact 700シリーズを正しく使用できるようじ書かれています。また日常お使いじなる 
上でわか5ないことが起こったり、か障かなと思ったりしたときは随時このマニュアルを活用してください。 

第1章初めてお使いになるとき 

本プリンタの取り扱い上のを意など、お使いになる前に巧っておきたい情報や、プリンタを箱から 
出して印刷の準備が整うまでの手順を説明しています。また、本プリンタに用意されている様々な 
オプションを紹介しています。 

第2章用紙の取り扱い 

カット紙、連続紙の取り扱いちまを、用紙のセットを中と、に説明しています。 

第3章メニューモードで設定変更ずる 

操作パネル上のスイッチやランプの機能、プリンタが持っている様々な便利な機能を説明していま 
す。 

第4章日常の保守 

インクリボンカートリッジの交換やプリンタの清掃手順を説明しています。 

第已章故障かな？と思ったとさは 

プリンタが思うように動作しなかったり、印刷の状態がよくなかったりしたときは、故障を疑う前 
にまずこの章をお読みください。保証や修理の依頼、プリンタを運搬するときの準備についても記 
載しています。 

付録 


プリンタの仕様、用紙の規格、用紙の設計に関するを意事項、印刷範囲に関する情報を記載してい 
ます。 


Multiimpact 700シリーズにはユーザーズマニュアルのほかに「ソフトウェアマニュアル丄「オンラインマ 
ニュアル」「プリントサーバオンラインマニュアル」があります。併せてご活用ください。 


V 



Multiimpact 700シリーズの巧長 

Multilm 的な700シリーズの特長を簡単に説明します。 

• USB インタ フエー スに対応 

オプションの USB - パラレル変換ケーブルを使用することで、 USB インタフエースでの印刷が可能で 
す。 


• PrinterSignalStation , リモートパネル 

プリンタの巧態（用紙なし、エラーなど）や印刷の進行状況を確認することができます。またプリン 
夕の各種設走をコンピュータの画面上で巧うことができます。 PrinterSignalStation , U モートパネ 
ルについてはソフトウェアマニュアルをご覧ください。 

• 各■種ネットワークに対応 

Multiimpact 700 XAN / 700 JAN は標準で 、 Multiimpact 700 XA /700 JA はオプションで TCP / IP に 
対応した LAN ボードを装着することができます。 

• 7色のカラー印刷 

カラーインクリボンカートリッジを使用することにより、7色のカラー印刷を行うことができます。 

• 自動印刷位置補正機能 

従来ペーパガイドを使って行っていた印刷位置の調整を自動で行うことができる機能です。 

• 自動カット位置送り機能 

連続おの印刷終了後、自動的にカット位置まで用紙を送る機能です。この機能を使えば、スピーディ 
に用紙をカットすることができます。 

• 自動用紙厚調整機能 

用紙の厚さに応じて印刷へ、ソドと用紙の間隔を自動的に調整する機能です。この機能により用紙の厚 
さを意識せずに常にを巧な印刷結果を得ることができます。 

•パ' ーコード Ep 刷 

Multiimpact 700シリー刀ま、 NW -7、 JAN、CODE 39 、 Industrial 2 of 5 、 Interleaved 2 of 5、 
郵便カスタマバーコードの印刷ができます。 

• を種用紙に巧刷可能 

Multiimpact 700シリー刀ま、はがきか 5 A 3 サイズまでのカット紙、連続紙のほか複写式用紙やラ 
ベル紙など様々な用紙* 1 に印刷することができます。 


1 付録「巧おの規格」参照。 
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警告ラベルについて 

Multiimpact 700シリーズプリンタ巧の危陵性を秘める部品やその周辺には警告ラベルがおり付けられて 
います。これはプリンタを操作する際、考え6れる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです。 

警告ラベルは下図に示す場所におられています。もしこのラベルが貼り付け6れていない、はがれかかって 
いる、ミちれているなどして読めない場合は、お買い求めの販売店または NEC サービス窓□じご連絡くださし、 

これ6の警告内容じついては、ホの項目「安を上のごを意」で説明しますが、本書内の該当する操作手順中 
でも随時説明しています。 









まを上のご注意 

ここで示すを意事項はプリンタを安全にお使いになる上で特に重要なものです。このを意事項の内容をよく 
読んで、ご理解いただき、プリンタをより安をじご活巧ください。記号の説明については表紙の裏の「安を 
にかかわる表示」を参照してください。 


A 警告 


諸は風 AA ® 

ユーザーズマニュアル【こ記載されている場合を除 
き、分解したり、修理/改造を巧ったりしないで 
ください。プリンタが正常に動作しなくなるばか 
りでなく、感電や火災の原因となるおそれがあり 
ます。 


針金や金属片を 


差し込まない 


X 

^ ( n ^ 

通気孔などのすきまから金属片やが金などの異物 

を差し込まないでください。感電するおそれがあ 

^ U ます。 

_ J 






A 注意 



プリンタの内部には、使巧中に高温になる巧刷へッ 
ドという部品があります。 カバーを 開けて作業ずる 
場合は十分にをめてから巧ってください。使用中に 
触ると义傷するおそれがあります。 


プリンタの動作中は用綱挿入 □ に手や髪の毛をお 
づけないでください。髪の毛を巻き込まれたり、 
指をはさまれたりしてけがをするおそれがありま 
す。 


プリンタ内に 
異物を入れない 




プリンタ巧に水などの液体、ピンやクリップなど 
の異物を入れないでください。义災や感電、故障 
の原因となります。もし入ってしまったときは、ず 
ぐ電源を OFF にして、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて、販売店に連絡してください。 


電源コードに薬品類 
をかけない 




電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないで< 
ださい。コードの被覆が劣化し、感電や义災の原 
因となることがあります。 


電源プラグを中途半端 
に差し込まない 




電源プラグはしっかりと差し化んでください。中 
遠半端に差し込んだまま、ほこりがたまると接触 
不良の発熱【こよる义災の原因となるおそれがあり 
ます。また、プラグ部分は時々抜いて、乾いた布 
でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこ 
りがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、 
义災となることがあります。 


損傷した電源コー 
は使わない 


泌 


電源 コー ドが破損した場合は、 ビニールテープな 
どで補修して使用しないでください。補修した部 
分が過熱し、义災や感電の原因となるおそれがあ 
ります。損傷したときは、お買い求めの販売店に 
修理を依頼してください。 


電源コードを抜くとさは 
コードを引っ張5ない 




電源コードをホ友くときはプラグ部分を持って行って 
ください。コード部分を引っ張るとコードが破損し 
义災や感電の原因となるおそれがあります。 


lOOVJ ； (外のコンセント I 
差し込まない 


こ A 磯 


電源は1日 0 V の電圧、電統の壁がきコンセントをお 
使いください。10 0 V 切外の電源を使うと义災や漏 
電じなることがありまず。 


電源コードは巧ばたり 
ねじったりしない 


Aw 


電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束ね 
たり、ものを載せたり、はさみ化んだりしないで 
ください。またステープルなどで固定ずることも 
避けてください。コードが破損し、义災や感電の 
原因となるおそれがあります。 











電源コードを 
たこ足配線にしない 


コンセントにを格む上の電流が流れると、コンセント 
が過熱して义災の原因となるおそれがあります。 



ほこり-湿気の多い 
場所で使用しない 


AA 


プリンタをほこりの多い場所、給湯器のそばなど 
湿気の多い場所には置かないでください。义災じ 
なることがありまず。 

プラグ部巧はときどき抜いて、乾いた布でほこり 
やゴミをよくふき取ってください。ほこりがたま 
つたままで、水滴などが付くと発熱し、义災にな 
ることがあります。 


インクリボンを 
なめたりしない 


A 



インクリボンカートリッジはおす様の手の届か 
ない所(こ保管してください。 

インクが皮膚に付着した場合は、石けんを使巧 
し、水洗いをしてください。 

巧が一、目に入った場合は、水で洗い流し、眼科 
医の手当てを受けて < ださし、。 


雷び鳴りだした5 
プリンタに触5ない 


A® 


义災•感電の原因となりまず。雷が発生しそうな 
ときは電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
し、。また雷が鳴りだしたらケーブル類も含めてプ 
リンタじは触らないでください。 


プリンタを一人で 
持ち上げない 


プリンタや添付品を含んだ購入時の個包箱の質量は、 
約 28 kg です。一人で持つと腰を痛めることがありま 
す。持ち運ぶときは二人じ(上で持ってください。 



腐食性ガスの存在する 


AA 


に腐食を促進する成分、導電性の盡属など 
が含まれている環境で使用、保管しない。 


腐食性ガス（二酸化硫黄、硫酸化水素、二酸化窒素、 
塩素アンモニア、オゾンなど）の存在する環境、腐食 
を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）が含ま 
れている環境に設置し使用しないでください。 

装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙、発 
义の原因となるおそれがあります。 

もし、ご使用の環境で上記の疑いがある場合は、販売 
店または保守サービス舍社【こごネ目談ください。 


不安定な場所に 
置かない 


斷嫁】 


プリンタを雜型 0 A ラックの上段など不まちな場所 
じは置かないで<ださい。けがや周囲の破損の原 
因となることがあ y まず。 


直射日光び当たる 
ところには置かない 




プリンタを窓ぎわなどの直新日光が当たる場所に 
は置かないでください。そのままにすると、プリ 
ンタが異常動作したり、内部の温度が上がり、义 
炎を引き起こしたりずるおそれがあります。 


プリンタの近くで携帯 
電話等を使用しない 


携帯電話、スマートフオン、 PHS 、 ポケットベル、無線通 
信磯をプリンタのおくで使用しないでください。プリン 
夕が異常動作ずるおそれがあります。 



壊れた液晶ディスプレイ 
には触5ない 





壊れた液晶ディスプレイには触らないでくださし、。 
操作パネルの液晶ディスプレイ巧には人体に有害な 
液体があります。万一、壊れた液晶ディスプレイか 
ら流れ出た液体が、□に入った場合は、ずぐ【こうが 
いをして、医師に相談してください。また、皮膚に 
付着したり目に入ったりした場合は、ずぐ【こ統水で 
15分切上洗浄して、医師に相談してください。 















1 章 

獅てお胁、になるとま 


この章では、プリンタの箱を開けてか5、中身を確認し、テスト印刷、コンピュータに接続するまでをじ(下 
の手順で説明します。 

1箱の中身をお認ずる 
2を部の名称を確認ずる 
3保護用部品を取り除く 

4 シートガイドを取り付ける 

5 スタツカを取り付ける 

6 電源コードを接続ずる 

7 電源を ON にずる 

8 インクリボンカートリツジを取り付ける 

9 テスト印刷をずる 

10コンピュータに接続ずる 
11ネツトワークに接続ずる 


P 1初：©了©使 S になるとさ 


己 




取り扱い上のを意 

プリンタを正しく安全に活巧していただくために、次のことをお守りください。 



オプシヨンは Multiimpact 700シリーズ専用のものをお使いくださ 
い。専用でないものは、たとえ取り付けることができても正常に動作 
しないばかりか、プリンタ本体が故障することがあります。（型番な 
どについては「オプション」 （10 ぺージ）を参照してください。） 



プリンタケーブルやオプションの取り付け、取りかしを巧うときは、 
電源を0 FF じしてか6巧ってください。電源が入ったまま行うと誤 
動作や故障の原因となります。 



ご用意いただいたプリンタケーブルがお客様のコンピュータに合つ 
ていることを確認してください。 



プリンタドライバは、 Mu 怕 Impact 700シリーズに添付のプリンタソ 
フトウェア CD - ROM に入っているものをインストールしてくださ 
い。 



プリンタの背面の排気孔をふさがないでください。プリンタ内の温度 
が異常に高くなると、正しく動作しなくなることがあります。 



定期的にプリンタを清掃してください。清掃のち法については4章 
r プリンタの清掃」巧4ページ）を参照してください。 



落雷などが原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策 
として交流無停電電源装置などを使用することをお勧めします。 



印刷中は電源を0 FF じしないでください。巧障の原因となります。 


巨 










設置に必要なスペース 


Multilm 的な700シリーズに必要なスぺースは次のとおりです。プリンタを安全で快適にご使用いただくた 
めじ、十分なスぺースを確保して風通しのよい場所に設置してください。図は、オプションのシートフィー 
ダを実装した場合に必要となるスペースの例です。 


シートガイド 



プリンタ上面 


トップカバー(才ープン側) 



* オプションです 

プリンタち側面 


初めてお使いになるとを 
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設置してはいけない場所 


温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、ち 
蔵庫などのおく）じは設置しないでください。温 
度変化じより結露現象が起こり故障の原因とな 
ることがあります。 


腐食性ガスの発生する場所、薬品類がかかるお 
それのある場所には設置しないでください。部 
品が変形したり傷んだりして装置が正しく動作 
しないことがあります。 



じゅうたんを敷いた場所では使用しないでくだ 
さい。静電気による障童で装置が正しく動作し 
ないことがあります。 



ラジオやテレビなどのおくには設置しないでく 
ださい。プリンタのそばで使用すると、ラジオ 
やテレビの受信機などじ受信障童を与えること 
があります。 



強い振動の発生する場所に設置しないでくださ 
い。装置が正しく動イ乍しないことがあります。 




上から物が落ちてきそうな場所には設置しない 
でください。衝撃などにより装置が正しく動作 
しないことがあります。 



電源の延長コードは使用しないでください。延 
長コードの過容量、延長コードへのコンセント 
の差し込みにより発熱するおそれがあります。 


プリンタを«型 0 A ラック等の上段など不安走 
な場所に置かないでください。けがのおそれや 
周囲の破損の原因となることがあります。 
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1 l § の中身を確認する 

箱を開けて、次のものが入っていることを確認してください。万一足りないものや破損しているものがある 
場合は、販売店に連絡してください。 

->チェック- 

• プ U ンタとコンピュータを接続するプリンタケーブルは本プ U ンタには付属していません。プリンタ 
ケーブルは別途お買い求めください。プリンタケーブルについては「プリンタケーブル」 （1 1ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

• 框I包材（箱やII衝材など）はプリンタを運搬するとをに必要となりますので、保管しておいてくださ 
い。 





ご購入にあたりましては、お買い求めの販売店または添付の 「 NEC サービス網一覧表」に記載されている 
サービス窓□じお問い合わせください。 


オプション 

オプションの詳しい説明については、オンラインマニュアルをご覧ください。 


リアトラクタフイーダ（型番 PR - D 700 XA -03) 

連続紙を後ろから給祇することができます。リアト 
ラクタフイーダを使うことによりフロントトラク 
タフイーダと合わせて2種類の連続紙を切り替えて 
使用することができます。 



プリンタ卓（型番 PR - D 201 X -09 A ) 

プリンタを置く台です。 



シートフィータ.（型番 PR - D 700 XA -04) * 

カット紙やはがきを自動的に給祇します。 

カット祇を約280枚までセットできます （ A 4 サイ 
ズの用紙で坪量64.0が m 2 (連量 55 kg ) の場合）。 
複写式用紙は5枚綴りのものを約60組までセット 
できます （ A 4 サイズの複写ま用紙の場合）。 

1度にセツトできる用紙は1種類のみです。 



シートフィーダを構成する部品のうち、 
「ラバーホルダ L Assy 」 は有寿命部品（有償） 
です。 


プリント ヴーバ （LAN ボー ド） 

(型番 PR - NP -16) 

1 00 BASE - TX 、 1 0 BASE - T インタフエースを装備し 
ているプリンタ内蔵型の LAN ボードです 。 LAN 
ボードに関する詳細についてはプリントサーバの 
オンラインマニュアルをご覧ください。 






USB - パラレルを換ケーブル 
(型ま PR - NP - U 01) 


プリンタケーブル 

(型ま PC - PRCA -01 (1.5 m ), 

型番 PC - CA 20 已 (4 m )) 



—チェック- 

• コンピュータ本体とプ U ンタの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定！;(外のケーブル 
を使巧したり、市販のプ U ンタバッファ、プ U ンタ切誓器、プ U ンタ共有器、 USB 八ブなどを使用す 
ると、プ U ンタの機能の一部または全部び正常に動作しない場合びあ0ます。 

• ネットワークに接続する場合はオプションの LAN ボード （Mumimpact7 日日 XAN/7 日日 JAN は標 
準搭載）と専用のネットワークケーブルび必要です。 

• 対応日 S についての最新情報はカタ□グや情報サービス（目已ページ参照）で提供しています。 



□ングライフインクリボンカートリツジ（黒） 

(型番 PR - D 700 XX 2-01) 

黒単色印刷のための長寿命インクリボンカートリッ 
ジです（プリンタ購入時に1個標準添がされていま 
す）。 



交換用□ングライフインクリポン（黒） 

(型番 PR - D 700 XX 2-0 吕） 

インクリボンカートリッジ（黒） ( PR - D 700 XX 2-01) 
用の交換用インクリボンです （2 個入り）。 



□ングライフインクリポンカートリッジセット（黒） 
(型番 PR-D 700 XX 2-06) 

ロングライフインクリボンカートリッジ（黒） （ PR - 
D 700 XX 2-01) と交換用ロングライフインクリボン 
(黒） （ PR - D 700 XX 2-02) を組み合わせたセツトです。 


カラーインクリボンカートリッジ 
(型番 PR - D 700 XX 2-11) 

カラー印刷のための4色インクリボンカートリッジ 
です。 



交換用カラーインクリポン 
(型番 PR - D 700 XX 2-1 吕） 

カラーインクリボンカートリツジ （ PR - D 700 XX 2-1 1 ) 
用の交換用インクリボンです （2 個入り）。 



カラーインクリボンカートリッジセット 
(型番 PR - D 700 XX 2-16) 

カラーインクリボンカートリッジ （ PR - D 700 XX 2-11) 
と交換 用 カラーインクリボン （ PR - D 700 XX 2-12) を 
組み合わせたセットです。 


—チ王 ック- 

• 本プリンタは、 NEC 純正消耗品とあわせてご使用いただくことにより、印刷品質やプ U ンタ本来の性 
能を安定して発揮でさるよラ設計しております。純正品と異なる消耗品を使用した場合、プ U ンタ本 
来の性能を発揮でさない場含びありますので NEC 純正消耗品のご使巧をお勧めします。 

• 印刷品位を保つために、インク U ボンカートリッジ、インク U ボンは使巧期限内にお使いください。 

• それぞれの可能印刷数は、「付録」の70ページの表をご覧ください。 






2 各部のち祿を確認する 


プリンタを使巧する前にそれぞれの名称と位置を確認してください。 



初めてお使いになるとを 


プリンタ背面 
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3 保護用部品を取り除 < 

プリンタ本体には保護用部品が取り付け6れています。保畫用部品は運搬時の衝撃からプリンタを守るため 
のもので、プリンタを使用するときは必要ありません。 


〇プリンタ背面の用紙排出□じある保護シート 
(厚紙）を取り除く。 

0図に示す2か巧のテープを取り除<。 



0左ちのつまみを持ってトップカバーを開ける。 


〇段ボールのパッドとテープを取り除く。 

巧刷へッドの上にある段ボールのパ、ソドを手前に引 
いて抜き取ります。 

トップカバー前面に付いているテープを巧り除きまず。 

-チ 王ツク- 

段ボールのバッドは運搬のとさに必要にな 
0ます。なくさないよ5に保管しておいて 
ください。 


段ボールのバッド テープ 操作/、•ネル 



0操作パネルに貼られている薄い透明の保護 
フイルムをはがす。 
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4 シートガイドを取り付ける 

シートガイドは、カット紙を1枚ずつ手差しでセットするとき 

じ使います。シートガイドに付いているフ□ントカバーは、プ し：ご シ-トガイド 
リンタ巧にほこりなどが入るのを防ぐためのものです。 ベ^一'"\ / 



フロントカバー 


〇トップカバーを開ける。 0フ□ントカバーを下ろす。 

トップカバーの左ちのつまみを持って開きまず。 フ□ントカバーは、親指で軽<下に押せばシートカ’ 

つまみ イドから外れまず。 



初めてお使いになるとさ 
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5 スタッカを取り付ける 

スタッカは、印刷した巧紙を受け止めるところです。 

— k ■チ I ック- 

坪量己4邑 / m 2 ( 連量巳己 k 呂）の用紙な5100枚までスタッカに受け止める（スタックずる）ことびでを 
ます。 

プリンタ本体背面の左ちのスタ、ンドにスタツカを取り付けてください。 



スタツカ手前部のセカンドスタツカを引き化すとスタツカを延長できます。 A 3 用紙を排出するときなどに 
お使いください。 



取り付け完成図 


—チ I ツク- 

用紙をスタツカの上に長時間載せたままにしないでください。まにスタツカに重いものを載せたり寄りか 
かったりしないでください。スタツカび破損したりフレームび変あしに0するおそれびあります。 




6 電源コードを接続する 

A ま意 


電源コードを接続ずるときは次のことを守ってください。守5ないと火災や感電の原因となりま 
す。 

• 電源コードは電流容量1日アンペア （A) 拉上の壁付きコンセントに接続してください。 

• コンピュータ本体の補助コンセントには接続しないでください。 

• たこ足配線はおやめください。 

• 電源コードの巧き差しはプラグを持って行ってください。 

• 電源コードのプラグは根元までしっかりと差し込んでください。 

• 電源コードが損傷した場合は、すぐにおおくの販売店または保守ヴービス会社に修理を依頼 
して < ださい。 

• 電源コードに殺虫剤などの襄品類をかけないよラにしてください。 

• めれた手で電源プラグの抜き差しを行わないでください。 


〇プリンタの電源スイッチが OFF になっている 
ことを確認する。 




0電源コードのプラグをコンセントじ差し込 
む。 



フ電源を ON にする 


〇トップカバーが閉じていることを確認し、プ 
リンタ①電源スイッチを ON じする。 

一瞬操作パネルのずべてのランプが点のし，ディス 
プレイに"イニシャライス* チュウ’’と表示され 
ます。 



.一瞬すベての 
ランプが点灯 


P 1初蔓©使 S になるとさ 
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8 インクリボンカートリツジを取り付ける 

=ぶ重を 

本プ U ンタは NEC 指定ミ肖耗品を使用時に印刷品質や性能び最も安定するように設計されています。 NEC 
指定(外のミ肖耗品を使用された場合、プ U ンタ本来の性能を発揮できない場合びありまずので、消耗品は 
NEC 指定品のご使用をお勧めします。 


〇プリンタの電源スイッチが ON じなっている 
ことを確認する。 



0トップカバーを開ける。 

巧刷へ’ソドとカードホルダが中央じあ動します。 


0トップカバーを開けたまま、プリンタの電源 
スイッチを OFF じする。 

印刷へ、ソドが中央に移動したままじなります。 



A 注意 

プ U ンタの電源スイッチを ON にしたまま、イン 
ク U ボンカート U ッジを交換しないでください。 
プ U ンタが突然動さ出し、けがをするおそれが 
あります。 



A ミち意 


印刷へッドとカードホルダが移動し終わるまで 
は、プリンタ内部には手を入れないでください。 
けがをずるおそれがあ0ます。 
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O フ□ントペーパガイドユニットを開ける。 

左ちの緑色のレパーを引きながら、手前に回しま 
ず。 



0インクリボンがたるんでいる場合は 、フィー 
ドノブを矢 E 日のち向（反時計回り）じ回して 
たるみをとる。 



—チ;！:ツク- 

たるんだまま取り付けると、印字欠けやピ 
ン折れなど発生する場含びあ0ますので十 
分気をつけてください。 


0インクリボンカートリッジを図におす向きに 
して持ち、先端リボン部巧をフ□ントペーパ 
ガイドユニットと印刷へッドの間に入れる。 

フロントぺーパガイド 



インクリボンがカードホルダと巧刷へ、ソドの間に 
入っていることを殖認します。 



P 1初：©て©使いになるとさ 
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O 「カチッ」と音がするまで矢印のち向に巧し 
込む。 

-チ;！:ツク- 

インクリボンカートリツジの先端 U ボン部 
分び、よじれないよラに気をつけてくださ 
し、。 



巧力ートリッジホルタの左ちにあるツメの丸巧 
じ、インクリボンカートリッジの左ちじある 
丸い突起が入っていることを確認する。 



の丸い突起 


0フィードノブを回してインクリボンが軽く動 
くことを確認する。 

動かないときは手順5か6ちクーをやり直して <ピ 
さい。 



⑩フ□ントぺーパガイド ユニッ トを元に戻す。 

「カチ、ソ」と音がずるまで，押してください。 

-チ 王ック- 

フ□ントペーバガイドユニットは最後まで 
戻してください。中を半端な状態だと用紙 
を正常に送ることびでさません。 



⑩ トップカバーを閉める。 

これでインクリボンカートリツジの取りがけは終了 
です。 










9 テスト印刷をする 

Multiimpact 700シリーズが正常に動ホすることを確かめるために、テスト印刷を巧います。 

テスト印刷には約 381mm (15 インチ）幅じ(上の連続紙、または B4 サイズじ(上のカット紙を横置きにして使 
巧します。ここでは、 B4 サイズのカット紙を使う場合を例にとってテスト巧刷の手順を説明します。 

このテスト印刷は第5章の 「S 夕障かな？と思ったときは」巧5ページ）の処置が';きんだ後にも実行すること 
をお勧めします。 

要 

カット紙にテスト印刷をずる場合は、(下の説明におすとおり、シートガイドを使用してください。連続 
紙にテスト印刷をずる場合は、フ□ントトラクタフィーダを使用してください （ r 連続紙のセットと吸入」 

(吕7ページ）を参照)。 


〇プリンタの電源スイッチを ON じする。 



0ディスプレイじ"シートガイド"と表示され 
るまで[用紙選択]スイッチを押す。 


用紙選巧 





■ 














B 

D 

因 














0 B 4 用紙を橫置きにセットする。 

用紙の印刷する面を表にし> 左端をペーパガイドに 
合わせまず。そのまま奧に突き当たるまでまっすぐ 
差し込んで<ださい。 

一定時間が経過すると用紙が自動的に吸入されま 
す。 

カット紙のセット(こついての詳細は「カット紙の 
セットと吸入」 （32 ページ）を参照してください。 



〇プリンタの電源スイッチを OFF じする。 



g 1初：©了©使 S になるとを 
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0 [改頁]スイッチを押したままプリンタの電 
源スイッチを ON にする。 

ディスプレイに"テストインサツ"と表示された 
ら、スイッチか6手を放します。 

巧紙がなくなると、巧紙ランプが点灯し、テスト巧 
刷が中断します。テスト印刷を終了させるときは手 
順6じ進んでください。 

テスト印刷を続けたいときは、新しい用紙をセット 
し、暇入させてください。自動的にテスト巧刷を再 
開します。 



改頁 


百 

B 

D 

■ 

D 

B 

B 

B 


























〇テスト E 日刷を終了させる。 

[印刷巧]スイッチを押しながら[改行]スイッチ 
を2回押してください。 

-チ;！:ツク- 

テスト印刷は強制的に終了しない限り続け 
て行われます。 




〇 [排出/カット]スイッチを押して巧紙を排出 
する。 


排出/カット 


〇テスト E 日刷が終わったら、オンライン マニ ュ 
アルの「テスト Ep 刷サンプル」を参照して E 口 
刷の状態を確認する。 

わしで字の一部が欠けていたりで字の周囲がミちれて 
いたりしたときは、「8インクリボンカートリッ 
ジを取り付ける」 （18 ページ）じ従ってインクリボ 
ンカートリッジを取り付け直し、もう一度テスト巧 
刷を巧って<ださい。それでち巧刷の状態が良<な 
らない場合には、お買い求めの販売店またはサービ 
ス窓□に連赂してください。 



—チェック- 

• テスト印刷中に[印刷可]スイッチを 
押すとテスト印刷び中断します。ちラ 
一度[印刷可]スイッチを巧すとテス 
卜 印刷び再開します。 

• 途中で用紙がなくなった（用紙ランプ 
点'な）場をは、そのまま新しい用紙を 
セットしてください。続をび印刷され 
ます。 

• テスト印刷はプリンタに内蔵している 
様々な書体を印刷します。ひと通0テ 
スト印刷び完了した媛、そのまま続け 
ると再び r 明朝体漢字」か5テスト印刷 
を始めます。 

• [機能選択]スイッチで、印刷する書体 
を切0誓えることがでさます。 
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10 コンピュータに接続する 

Multiimpact 700シリーズじはプリンタケーブルが付属しておりません。プリンタをコンピュータに接続す 
るには別売のプリンタケーブルをお買い求めいただく必要があります。 

プリンタケーブルのタイプは、コンピュータによって異なります。本プリンタを接続するコンピュータに 
合ったプリンタケーブルを販売店でお求めください。詳細についてはオンラインマニュアルを参照してくだ 
さい。 


—チ王ック- 

オプションの US 日-バラレル変換ケーブルをご使用の際は、"プ I 」ンタケーブル"を " USB - バラレル変換 
ケーブル"に読み替えてください。 


〇プリンタおよびコンピュータ①電源スイッチ 
が OFF になっていることを確認する。 

-チ 王ツク - 

電源スイッチび日 N になっている場合は 
日 FF にしてください。 



〇 プリンタにプリンタケーブルを接続する。 

ケーブルが外れないようじソケットの外側の留め金 
具で固をします。 


プリンタケーブル用ソケット 



留め金具 


0コンピュータにプリンタケーブルを接続す 
る。 

詳しくはコンピューろのマニュアルをご賣くださ 
い。 
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11 ネットワークに接続する 

次の手順で Multiimpact 700 XAN / 700 JAN をネットワークに接続しまず 。 Multiimpact 700 XA / 700 JA の 
場合はオプションの LAN ボードを取り付けてか61^下の手順を行ってください。 LAN ボードの取り付けに関 
してはソフトウェア CD - ROM に同砸されているプリントサーバのオンラインマニュアルをご覧ください。 

->チェック- 

• 1 日日 BASE-TX 環境でお使いの場合は、100巨 ASE-TX 対応の イーヴネット 八ブ （HUB) と ネット 
ワークケーブル（カテゴリ日 L 处上)、1 日 BASE-T 環境でお使いの場合は、カテゴリ31^处上の ネット ワー 
クケーブルを ご用 意ください。 

• LAN インターフェースでネッ ト ワークに接続する場合、電気通信事業法で定め5れた電気通信事業を 
の通信設備 （ADSL モデムや CATV など）へ直接接続することは許巧されていません。 


〇プリンタの電源スイッチを OFF にする。 

-チ;！:ツク- 

プリンタの電源スイッチを日 N にしたまま 
取り付けると故障の原因となることがあり 
ます。日 FF になっていることを確認してく 
ださい。 




0 LAN ボードのネットワークポート 

(10 BASE - T /100 BASE - TX ) にネットヮーク 
ケーブルを接続する。 

0イーサネットノ\ブ （ HUB ) じ、ネットワーク 
ケーブルのもう一方を接続する。 
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2 章 

用紙の巧り巧い 


この章では、用紙のセットち法じついて説明します。 

印刷する用紙がずまった6、適切な給紙ち法を還んでください。 

給紙方法の選択 

連続紙に印刷したい（普通紙、複写式用紙、ラベル紙） 

連続紙に印刷する場合、フ□ントトラクタフィーダに用紙をセットする方法とリアトラクタフィーダ（オプ 
シヨン）に巧紙をセットする方法があります。 


• 使巧できる連続紙の確認 ..... 73ページ 
お手持ちの連続紙が本プリンタで使用 
できるものであることを確認してくだ 
さし、。 


• 連続紙のセットと吸入 . 27ページ 

フ□ントトラクタフィーダに連続紙を 
セットし、吸入させるまでの手順を説 
日月します。 


P 2羅©取り扱い 
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• 連続紙の排出とスタック ..... 29ページ 
印刷が終わつた連続紙の排化•スタック 
について説明します。 




• 連続紙のカット . 30ぺージ 

ED 刷が終わつた連続紙をミシン目まで 
送り、手でカットするまでの手順を説 
日月します。 

リアトラクタフィーダへの連続紙のセットと 

吸乂 . オンライン マニ ユア J レ 

オプションのリアトラクタフィーダ（オプ 
ション）を使用すれば一度に2種類の連続紙を 
セットし、交互に使い分けて印刷することが 
できます。 


カット紙に印刷したい（普通紙、複写式巧紙） 

カット撇こ印刷する場合、シートガイドから巧紙をセットするち法とシートフィーダ（オプション）か6用 
紙をセットするち法の2種類があります。一枚ずつ印刷する場合はシートガイド、一度に何枚も印刷する場 
合はシートフイーダじセツトするち法が適しています。 


1 

TV 





• カット紙のセット . 32ぺージ 

シートガイドにカツト紙をセットする 
方法じついて説巧します。 




• カット紙の排出 . 34ぺージ 

カット紙の排化ち法について説明します。 
はがき、往復はがき、封筒じついても排出 
ち法は同じです。 

• シートフィーダを使ってカット紙を 

印刷する . オンラインマニュアル 

シートフィーダを使ってカット紙、はがき、往復 
はがき、封筒に印刷する場合はこち5をご覧くだ 
さい。 


はがき、往復はがき、封筒に印刷したい 

はがきや封筒に印刷する場合、シートガイドからセットするち法とシートフィーダ（オプション）から用紙 
をセットするち法の2種類があります。一枚ずつ印刷する場合はシートガイド、一度に何枚も印刷する場合 
はシートフイーダじセツトするち法が適しています。詳しくはオンラインマニュアルをご覧ください。 
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o プリンタの電源スイッチを ON じする。 



0トップカバーを開ける。 

トップカバーの左右のつまみを持って開きまず。 

〇シートガイドを上げる。 



0ディスプレイじ"ヨウシセンタクフ□ン 
トトラクタフィータ A " と表示されるまで 
[用紙選択]スイッチを押す。 


巧紙選巧 


3 

与 



セ 

> 

万 










フ 

□ 

ン 

卜 

卜 

ラ 

ク 

夕 

フ 

ィ 

— 

夕 

、、 





0フ□ントカバーを上げ、シートガイドの左ちの 
ツメに「カチッ」と音がするまではめ込む。 


シートガイドの左ちのツ方げフ□ントカ 
バーにしっか0とはめ込まれていることを 
確認してから次の手順に進んでください。 
ツ;< びがれているとフ□ントカバーび落下 
してけびをするおそれびあ0ます。 



連続紙のセツトと吸入 


連続紙のセット 

連続紙をプリンタ前面から自動で給紙し、プリンタ背面に排化するち式です。次の手順で連続紙をフ□ント 
トラクタフィーダじセットし、プリンタ内に吸入します。 


OJ 用紙の取り扱い 
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0 左ちのトラクタの□ックレバー（緑色）を手 
前に倒す。 


チェック- 


〇目盛りを使って左ちのトラクタを連続紙の幅 
じ合わせる。 

連続紙の用紙幅が 381mm (15 インチ） W 下の場合 
は「1己」、406.4 mm (1 目インチ）の塌合は「16」の 
マークに用紙の左端を合わせてセツトしてくださ 
い。 


センタガイドは両トラクタの中央に移動させまず。 


ロックレバー 


へ 



@左のトラクタの□ックレバーを上げて□ック 
する。 



〇 左ちのトラクタカバーを開け、連続紙を E 日刷 
する面を上じしてセツトする。 

連続紙は、左ちの巧とトラクタピンとの位置がずれ 
ないようにま意して、トラクタピン(こはめ込んでく 
ださい。 


連続紙の巧を破5ないよラにを意してくだ 
さい。巧び破れたまま用紙をセツトすると 
正しく給紙されないおそれびあります。 



@左ちのトラクタカバーを閉めたら、ちのトラ 
クタを連続紙の幅に合わせ、□ックレバーを 
上げて□ックする。 

-チ;！:ツク- 

このとさ連続紙の引さ過ぎやたるみびない 
よラにミち意してください。紙送りび正しく 
巧われないおそれげあります。 


ロックレバー 
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0 フ□ントカバー、トップカバーを下ろす。 

シートガイドの左ちのツメからフ□ントカバーを外 
してシートガイドを下ろしたら、フ□ントカパーを 
プリンタ本体前面にある左ちの溝に納めまず。 



m [吸入/退避]スイッチを押す。 


連統紙が吸入され、用紙ランプが消な、印刷巧ラン 
プが点财し、セレクト状態（巧刷巧能なが態）にな 
りまず。 

これで、連続紙のセット-暇入が完了しました。巧 
刷するデータをプリンタが受信ずれば、連統紙への 
印刷が開始されまず。 


の入/退避 



D 

B 

D 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 








1 

因 

B 

D 

D 

目 

B 

因 

B 

1 

B 

目 

■ 

■ 

■ 

■ 


連続紙の排出とスタック 


印刷した連続撇まプリンタ背面に扫地されるので、下図のようにスタック（おりたたむ）してください。 
(連続おの置きちについては「連続紙の置きち」 （76 ページ）を参照してください。） 



連続紙を取り除く 


連続おを取り除く場合は、[吸入/退避]スイッチを押し、連続紙の先端をセット位置まで一時退避させてか 
5連続紙をトラクタフィーダサ6かします。 


P 2羅©取り扱い 
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連続紙のカット 

連続紙をカットするには、ミシン目のカット位置を用紙排出□上部にある力、ンタまで送り、手でカットしま 
す。カット位置までの用お送りち法には、 U 下の2つがあります。 


• カット機能を使う（[排出/カット]スイッチを押す） . 30ぺージ 

• 自動カツト位置送り機能を使う . オンラインマニュアル 


使用している連続紙が坪量 46.5 〜157.0 g / m 2 健量40〜 135 kg 相当）の上質紙で1枚の場合、連続紙のカッ 
卜機能を使うことができます。また複写用紙でもミシン目部をカッタに当てることでカットすることができ 
ます。 

印刷終了後に連続紙の最後の部分がトラクタか5タトれている場合は、用紙が排出されてしまうため「カット 
機能」は働きません。カット機能を使わないで連続紙をカットするときには「プラテンノブ」を使用してく 
ださい。 


ット機能をほラ 


カット機能とは、連続紙のミシン目位置を用紙排出□上部にあるカッタまで送り化し、までミシン目部を 
カットした後、先頭位置（用紙の吸入位置）まで自動的に逆送りする機能です。これにより、連続紙をお駄 
なく使用することができます。 

カット機能を使ってきちんとミシン目位置でカットできるようにするには、あらかじめ連続紙の用紙長を正 
しく設定しておく必要があります。用紙長の設走方法はオンラインマニュアルのメニューモードまたはソフ 
トウエアマニュアルのプリンタドライバを参照してください。 

〇 [排出/カット]スイッチを押す。 


排出/カット 


連続おがカツト位置までを6れます。カツト位置を 
微調整ずる場合はオンラインマニュアルをご覧くだ 
さい。 




—チ;！:ック- 

[排出/カット]スイッチを押したとさ、す 
でに連続紙の下端びトラクタから外れてい 
る場含は、用紙は排出されてしまいます。 
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0 連続紙を引き上げ、カッタを利用してカット 
する。 

-チ;！:ック- 

巧紙のちまたは左端び破れると、プリンタ 
び用紙幅を誤って認識するため正しく印刷 
されないことがあ0ます。 

連続紙のカットは、ミシン目に合わせて 
まっすぐカットしてください。ミシン目し分 
外の部分はカツタではきれいにカツトでさ 
ない可能性びあります。 


0連続紙がカット位置まで排出された後、しば 
らくして自動的に先端が吸入位置まで戻るこ 
とを確認する。 

自動動作を待たなくても、もう一度相自化/カット] 
スイッチを押せば、用紙がすぐに戻りまず。 


排出/カット 


■ 











カツト紙のセツトと吸入 

ここでは普通紙のセットと吸入方法じついて説明しまず。はがきに印刷ずる場合はオンラインマニュアル 
r はがき*往復はがきのセット」、封筒に印刷する場合はオンラインマニュアル「封筒のセット」を参照して 
ください。 


—チェック- 

• Multiimpact 7日〇シリーズは、カット紙のセット位置は、左端を基準にしています。中央を基準に 
して（中央位置基準）で印刷するアプリケーションソフトを使用する場合は、オンラインマニュアル 
を参照してメニューモードの「カット紙位置補正」で印刷位置を補正してください。 

• カツト紙の自動印刷位置補正についてはオンラインマニュアルをご覧ください。 


プリンタの電源スイツチを ON じする。 



0ディスプレイに"ヨウシセンタクシート 
ガイド"と表示されるまで[巧紙選択]ス 
イッチを押す。 


ディスプレイに"シートガイド"と表示さ 
れるまで、巧紙をセツトしないでください。 
特に連続紙の退避動作途中で用紙をセット 
すると連続紙びトラクタか5外れてしまい 
ます。 



用紙選巧 


0連続紙がセットされている場合は、印刷され 
たページをカットし、[吸入/退避]スイッチ 
を押す。 

残つた巧紙は…時退避します。 

連続おを一時退避するち法については「カット紙と 
連続紙の切り替え」 （35 ページ）を参照して< ださ 
い。 

連続紙をカットした禮、排化ずる場合は「速続紙を 
取り除く」 （29 ページ）を参照してください。 


3 

与 



セ 

> 

石 

飞 









シ 

— 

卜 

力 

、、 

斗 

h 

4 










連続紙び退避位置まで戻0を5ない場含 
は、[販入/退避]スイッチを数回押して戻 
して < ださい。 


吸入/退避 
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O ペーパボイドのたと、 シートガイド上の づ を 
合わせる。 

ペーパガイドは図のようにつまみを押して移動させ 
てください。 

A3 サイズの用紙を横置きに印刷する場合は、ペーパ 
ガイドの0をシートガイドのづ磐に合わせまず。 

-チ;！:ツク- 

ペーパガイドはち方向に動かすとさには、 
つまみを押さなくてち動さますび、つまみ 
を押して移動させる方び正し <調節でさま 
す。 

カツト紙の自動印刷位置補正については才 
ンラインマニュアルを参照してください。 



つまみ 


0 用紙をセツトする。 

巧紙の印刷する面を表(こし、左端をペーパガイド(こ 
合わせまず。そのまま奧に軽く突き当たるまでまつ 
ずく‘差し込んでください。 

-定時間が経過すると巧紙が自動的じ暇入されま 
ず。 


一チェック- 

一定時間とはパラ方一夕設定の「シートガ 
イドからの用紙販入時間」で設定した時間 
です。設定ちまはオンラインマニュアルを 
ご覧くださし、。 



複写ま用紙を使用ずる場合は、印刷ずる面を上じし、 
天糊（のり）のちから挿入しまず。その際、用紙の 
方向と印刷デーろの向きを合わせる必要がありま 
ず。ソフトウェアマニュアルをご賣じなり、用紙の 
フォーマットじ合わせて「印刷の向き」を変更して 
ください。 

-チ;！:ック- 

• カット紙は水平にセットしてくださ 
し、斜めに暇入された場合は、[排出/ 
カット]スイッチを押していったん巧 
紙を排出してから、セットし直してく 
ださい。 


• ；<モリスイッチ 4-8 (MSW4-8) び日 N 
になると、カット紙は自動吸入されま 
せん。この場含は、カット紙をセット 
した後、[販入/退避]スイッチを押し 
てカツト紙を販入させてください。 


天のり 
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カツト紙の排出 

印刷終了後のカット紙の排出先は、シートガイドとスタッカの2種類があります。また、はがき、往復はが 
き、封筒を排出する場合も同様です。 

ここでは、シートガイドを使用してカツト撇こ印刷した場合じついて説明します。シートフイーダから給紙 
した用紙を排出する場合はオンラインマニュアルを参照してください。 


—チ王ツク- 

複写式用紙に印刷した場合は、プ U ンタ背面のスタツカに排出してください。複写ま用紙をシートガイド 
へ排出すると、紙づまりなどを起こす原因となりまず。 


シートガイドに排出する 


通常、シートガイドを使用して吸入したカツト紙は自動的に 
シートガイドに排出するので、何も設をする必要はありませ 
ん》。 



スタツカに排出する 


スタッカに排出する場合は次のいずれかのち法で設定して 
ください。 

スタッカには坪量 64.0 g / m 2 健量 55 kg 柜当）の巧紙の場 
合、約100枚スタックする（積み重ねる）ことができます。 

• メモリスイッチ 4-6 ( MSW 4-6) を ON に設定する。 
(メモリスイッチの詳しい設定ち法は、オンラインマ 
ニュアルをご覧ください。） 

• 「巧紙の排出ち向」を後ち排出に変更する。（詳しくは 
ソフトウェアマニュアルをご覧ください。） 

• 制御コードによってスタツカ側への排化を指定する。 
(詳しくはオンラインマニュアルをご覧ください。） 
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連続紙をセットしている状態からカット紙をセットして印刷できる状態にするまでの手順じついて説明し 
ます。 



皆 



〇 E |] 刷の終了した連続紙を、印刷したページの 
終わりでカットする。 

連統紙のカットじついては「連続紙のカット」 （30 
ページ）を参照してください。 


連続紙のカツトはミシン目に沿って 
まっすぐされいにカツトしてくださ 
い。 

プリンタ後方に連続紙び大量に排出さ 
れている場含、カツトせずに連続紙を 
戻すと紙づま〇の原因とな0ます。連 
続紙をカツトしてか5次の手順に進ん 
で < ださい。 


0 [吸入/退避]スイッチを押し、連続紙を一時 
退避する。 


連続紙はセット位置に戻0ます。これを連 
続紙の「一時退避」といいまず。 


吸入/退避 




連続紙か6カツト紙への切り替え 




カツト紙と連続紙の切り替え 

吸入されている連漏おは、[吸入/退避]スイッチを押すことじより吸入前の位置（連続紙のセット位置）ま 
で戻すことができます。この機能を使えば、セットした連続紙を取り除かずにカットおに印刷することがで 
きます。カット紙と連漏おじ交互に印刷したいときじ便利な機能です。 


OJ 用紙の取り扱い 


3己 





用紙選巧 


目 

B 


■ 

因 

B 

因 

B 









B 

B 

D 

因 

■ 

D 

D 











〇カット紙をセットする。 

巧紙の巧刷ずる面を表(こして、左端をペーパガイド 
に合わせます。そのまま奧じ突き当たるまでまつず 
ぐ押し込みます。 



カット紙が自動的に暇入され、巧刷巧ランプが点な 
しまず。カット紙の詳しいセット方法は「カット紙 
のセットと吸入」 （32 ページ）を参照してください。 


ット紙か6連続紙への切り替え 


カツト祇をセットしている状態から、連続紙をセットして印刷できる状態じずるまでの手順じついて説明し 
ます。 



〇カット紙を取り除く。 

[排化/カット]スイッチを押してカット紙を排化し 
まず。シートガイドまたはスタツカじ排化された用 
紙は取り除いてください。 


排出/カット 


一チェック- 

連続紙の印刷されたページは、一時退避す 
る前にカットしてください。カットせずに 
一時退避させ、そのまま連続紙を復帰させ 
ると、すでに印刷していた部分に重ねて印 
刷するおそれびあ0ます。万一、カットし 
忘れた場合は復帰後に用紙を印刷位置まで 
送ってから印刷してください。 


0ディスプレイじ"ヨウシセンタクフ□ン 
トトラクタフィーダ"と表示されるまで[巧 
紙選択]スイッチを押す。 

連続紙が自動的に暇入されまず。これで連続おじ巧 
刷できまず。 


用紙選が 


3 

ク 

シ 


セ 

ン 

夕 

ク 









フ 

□ 

ン 

卜 

卜 

ラ 

ク 

夕 

フ 

ィ 

— 

夕 

々 
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靖 

揉巧バネルと 

メニユ-モ-ド 


■ 

3 


この章では、操ホパネルやメニューモードなどプリンタの操ホの基本的なことじついて説明しています。 

操作パネル上には、ディスプレイと9個のスイ 'ソチ4個のランプがあります。メニューモードでプリンタのさ 
まざまな設定をしたり、変更したりする際にスイ、ソチを使います。ディスプレイとランプはプリンタのが態 
やエラーを巧5せます。ディスプレイ、スイッチ、ランプの機能については次ぺージじ(降をご覧ください。 


ディスプレイ 


Multilmpact 700XA 


電源ランプ 


用紙ランプ 


，高速印刷ランプ 


[改行]スイッチ （[▲] スイッチ） 
[改頁]スイッチ （[▼] スイッチ） 

[機能還が]スイッチ （[◄] スイッチ）- 


□ 

口 

口 

、電源 

用紙 

高速印刷， 

FT 


邮阿ヴラ-ム 

- 改頁 

^ 巧行1 

印刷可— 

テスト印刷^^わ]^! 

設定 

_巧能選が 

> 高速 EP 刷> 

微調モード. 

/ハガキ 


印刷可/アラームランプ 

-[印刷可]スイッチ 

[微調モード]スイッチ 


[用紙選が] スィッチグ 巧紙選巧/が出/力^吸入/退进 

/ [排出/カット]スイッチ 
[高速印刷]スイッチ （[►] スイッチ） 


[吸入/退避]スイッチ 


操作パネルとメニユ I モ—ド 
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スイツチの基本機能 

操作パネルには9個のスイッチがあります。スイッチの中には複数の機能を持つものがありますが、ここで 
は各スイッチの基本的な機能について説明します。 


[印刷巧]スイッチ 

巧刷巧スイッチを押すごとにセレクト状態（データを受信して EP 刷できる状態、印刷巧ラン 
プ点财）とディセレクト状態（データを受信せず巧刷しない状態、印刷巧ランプ消灯または 
点滅）に交互に切り替えます。 

• 印)刷中(ここのスイッチを巧すと、巧刷が一時的に停止します。もう一度巧すと巧刷 

印刷可 

1 

を再開します。 



• 微調モード時にこのスイッチを押すと、設を値をメモリに保存し、セレクト状態に 
復帰します。 

[改行]スイッチ 

改行スイッチを1◎押すごと【こ、用紙を1巧分送りまず。スイッチを1秒上押し続けると、 
連輪して用紙を送ることができます。 

• 巧刷巧ランプが消: CT しているとき【こ機能しまず。 

斯子 i 

1 

• 1巧は約 4.2mm (1/6 インチ）でず。 



• 逆方向改行設定時でも用紙は順ち向に送られます。 

[改 頁] スイッチ 

あらかじめ設をされた巧祇長分の改行を巧います。1回押ずごとに設定された巧祇長に従っ 
て次ページの第一巧刷巧へ改行します。 

• 巧刷巧ランプが消! CT しているとき【こ磯能しまず。 

• 逆方向改行設定時でも用紙は順ち向【こ送られます。 

改頁1 

1 

• 縮ルモード中は、縮ル奉を掛けた改行幅で改行されます。 



• オプションのカラーインクリボンカートリッジを使ってテスト巧刷を巧う場合、漢 
字モードのときは[改見スイッチを巧すたびじ色が切り替わります。 

[機能選択]スイッチ 

ディセレクト状態でメニューモードへ切り替えまず。 

• メニューモードまたはスペシャルメニューモードにおいて、前の機能項目をディス 
プレイに表示しまず。 

機能遇巧, 

1 

• テスト巧刷モードにおいて、現在実行中の巧刷モードから次の巧刷モードに切り曽 



元ます。 

[高速印刷]スイッチ 

高速巧刷の選択、解除を巧いまず。高速巧刷を選択すると、巧刷速度を上げて巧刷時間を短 
縮できます。 

• スイッチを巧すごとに高速巧刷の選択/解除を巧います。 

• 高速巧刷が選択されているときは高速印刷ランプが点なします。 

• 高速巧刷を選択すると、プリンタは通常の巧刷データを1ド、ソトおきに巧刷するの 
で、巧刷品質は通常より劣りまず。 

高速印刷 

1 

一 



チェック 

印刷中は、[高速印刷]スイッチを押さないでください。高速印刷の選択/解 
除は、印刷が終了していることを確認してから行ってください。 




[微調モード]スイッチ 

吸入位置およびカット位置の微調整を巧います。 

• 巧刷巧ランプが消:) a しているとき(こ機能しまず。 

• スイッチを巧すと微調モード{こ入りまず。 

• 用紙吸入後またはカット位置送り直後に、このスイッチを巧した後、 [▲] スイ、ソ 

糊調モード ' 

. i 

1 

チ（改行）または [▼] スイッチ（改頁）を巧して上下方向の微調整を行います。 



(詳しくは、オンラインマニュアルの「用紙吸入位置の微調整」または「連綿紙の 
カット」をご覽ください。） 

[排出/カット]スイッチ 

用紙の排出またはカットを巧います。 

• 連続祇使用時に[排出/カット]スイッチを押すと、連続瓶をカット位置まで送り 
ます。もう一度押すと、連続紙を吸入位置まで戻します。（逆ち向） 

• カット祇使用時に陆自化/カット]スイ、ソチを押すと、巧紙を排出します。 



挑出/カット 



38 






スイッチの応用機能 


スイッチじは「改行する」、「用紙を選択する」などの基本機龍の他にもいろいろな機能があります。ここで 
はスイッチの応庙的な機能について説明します。 


機能 

スイッチ操作 

巧容 

メニューモード 

ディセレクト状態になっているとき 
に、[機能選択]スイッチを押す。 

プリンタの内部設定を変更ずるモードでず。書式設定な 
ど比較的頻繁に設を変更を巧う項目があります（詳細は 
42ぺ-ジ参照)。 

スペシャルメニュー 
モード 

[巨口刷巧]スイッチを押しながらプリ 
ンタの電源スイ、ソチを ON。 

プリンタの内部設定を変更ずるモードでず。メモリス 
イ、ソチ設定などあまり設定変更を巧わない項目がありま 
ず（詳細は44ページ参照)。 

設を内容のリセット 

①[改行]スイッチを押しながらプ 
リンタの電源スイ、ソチを ON。 

⑥[機能選択]スイッチを巧す。 

メニューモード、またはスペシャルメニューモードで設 
定した内容を工場設定値にリセットしまず（詳細は46 
ぺージ参照)。 

テスト印刷 

[改頁]スイッチを巧しながら、プリ 
ンタの電源スイ、ソチを ON。 

インクリポンカートリ、ソジを交換した後、またはプリン 
夕が故障して、その処置が済んだ後、動作確認をずるた 
めじテスト巧刷を巧います（詳細は21ページ参照)。 

強制リセット 

[巨口刷巧]スイッチを押しながら[改 
巧]スイッチを2回押す。 

プリンタを電源 ON 直後の状態に戻します。強制リセッ 
卜を巧うとプリンタ内にデータが残つていた場合は消去 
します。カバーオープン、祇づまり等のアラームおよび 
復旧不可能エラー発生時は無効でず。 


用紙の給祇ちまを選択します。選択ちまは、[巧瓶選択]スイ、ソチを押して使巧する給祇方 
法をディスプレイに表示します。 

給紙ちまの種類 

• フ□ントトラクタフィーダ 

• シートフィーダ（オプション装着時） 

• リアトラクタフィーダ（オプション装着時） 

• シートフィーダ八ガキ#1(オプション装着時） 

• シートガイド 

• シートガイド八ガキ *1 

ハガキ印刷モード使用時のみ選択巧能_ 

用紙の吸入または退避（排出）を巧います。 

選択した給瓶ちまと巧紙の状態【こよって、プリンタの[吸入/退避]の動作が異なりまず。 
各設定および用紙の状態での暇入/退避スイッチの機能については、下の表を参照してくだ 
さし、。 


[吸入/退避]スイッチ 


吸入/退避 


[吸入/退避]スイッチの機能 


ディスプレイ 

用紙の状態 

動作 

フ□ントトラクタフィーダ 

用紙有り 

連続紙の退避 


用紙巧し 

連綺紙の吸入 

リアトラクタフィーダ 

用紙有り 

連綺紙の退遇 


用紙無し 

連綺紙の吸入 

シートガイド 

用瓶セット後 



用紙有り 

用祇排出 


用紙無し 

動作せず 

シートフィーダ 

用紙有り 

用綱排出後、吸入 


用紙巧し 

用祇吸入 


メモリスイッチ 4-8 ( M $ W 4-8) が ON (マニュアル設定）時の動作となります。 


[用紙選択]スイッチ 


用紙選が 


® 3操作パネルとメニュ-モ-ド 
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ランプの表巧 


操作パネルじは4個のランプがあります。これらのランプは点な、点滅、または消のすることでプリンタの 
状態を巧5せます。 


ランプ 

色 

状態 

表示の意味 

電源ランプ 

緑 

点の 

プリンタの電源が ON 【こなっています。 

消火 J 

プリンタの電源が OFF (こなっています。 

用紙ランプ 

赤 

点な 

用祇がセツトされていないまたは巧紙が残りかなくなっているが態で 
す。 

点滅 

• カツト祇がシートガイドに排出されたままのが態でず。 

• アラームランプとの同時点滅で巧祇づまり、連続瓶退避エラー 
などの復旧可能エラー状態です。 

消な 

用綱がセツトされている状態でず。 

高ま EP 刷ランプ 

禮 

点の 

高速巧刷モードが態でず。 

消な 

通常巧刷モードが態でず。 

印刷巧/アラームランプ 

緑 

点《 

プリンタがセレクト状態（巧刷可能が態）でず。 

点滅 

プリンタがディセレクト状態（巧刷不可能状態）で、未巧刷のデータが 
プリンタ内に残っていまず。 

消火 J 

プリンタがディセレクト状態（巧刷不可能が態）でず。 

赤 

点 W 

復旧不可能なエラーが発生しました。 

「修理に出される前に」 （64 ページ）を参照した後、おおくの販売店また 
はサービス受付窓□じご相談ください。 

点滅 

復旧可能なエラーが発生しました。 

「エラー表示が出ているときは」（日6ページ）を参照しください。 


ディスプレイの表示 


操作パネルのディスプレイには、ち図のようじプリン 
夕の状態やアラーム時の解除ちまおよびプリンタの 
メニュー設定時の項目などが表示されます。ここで 
は、プリンタが通常の状態での表示とその他の状態で 
の表示じついて記載しています。アラームの表示じつ 
いては「エラー表示が化ているときは」巧6ぺージ） 
をご覧ください。 


ステータス表示部 複写力表示部 

I I 


セ 

レ 

ク 

卜 








フ 

ク 

シ 

ヤ 

1 

シ 

— 

卜 

力 

々 

イ 

卜 

々 







M 

己 


用紙モード表示部 用紙厚表示部 
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ディスプレイ通常表示 


表示の種類 

表示 

表示の意味 

電源スイ、ソチを ON または初 
期化動作中の表示 

イニシャライス'' チュウ 

プリンタを初期状態に戻していまず。 

印!刷可能状態の表示 

セレクト 

プリンタが印刷可能な状態になっていまず。 

印!刷不可状態の表示 

テ‘ィセレクト 

プリンタが巧刷不可能な状態になっています。 

テスト印刷中の表示 

テストインサツ 

テスト EP 刷中でず。 

HEX ダンプ中の表示 

HEX 夕‘ンフ D 

HEX ダンプモードになっていまず。 

用紙モードに関する表示 

シートカ> イト> 

給祇ちまがシートガイドになっています。 

シートカ'' イト> 八力‘キ 

給祇ちまがシードガイドノ、ガキ印)刷モードじなっています。 

シートフィータ A 

給紙方まがシートフィ ーダじな っていまず。 

シートフィータ* 八力‘キ 

給紙方法がシートフィーダ八ガキ巧刷モードになって 
います。 

フ□ントトラクタフィータ" 

給紙方まがフロントトラクタフィーダになっています。 

リアトラクタフィータ '' 

給祇ちまがリアトラクタフィーダになっていまず。 

複写力に関ずる表示 

ヒヨウシ"ュン 

複写力の設定が「標準」になっています。 

ア、ンカ'‘ 5 

複写力の設定が「厚細」になっています。 

フクシャ1 

複写力の設定が「複写1」になっています。 

用紙厚に関ずる表示 

(表示なし） 

巧祇厚調整の設定が「オート」になっています。自動的 
に巧祇厚を横出しまず。 

M1 

巧祇厚調整の設定が手動で設定されています。複写式用 
紙の枚数に合わせて M 1(1 枚）〜 M9 (9 枚）〜 Mx (10 
枚〜12枚）の範囲で数値が設定されています。 

※ご使用の複写式巧紙の枚数に設定されていることを 
ご確認ください。設定が適正でない場合、印刷汚れや 
印刷かすれ、巧刷へ、ソドの故障の原因となることがあ 
U まず。 

※本製品の最大複写枚数は9枚でず。「複写枚数と坪量 
(連量)」 （75 ページ）を参照して<ださい。 

M2 


M8 

M9 

Mx 


その他の状態での表示 


表示の種類 

表示 

表示の意味 

巧紙吸入位置の微調整 

キュウニュウイチヒ '' チョウ 

XX. Xmm ^ 

吸入位置の微調整モード中です。 

XX.Xmm は用瓶上端からの物理的な距離です。 

力、ソト位置微調整 

カットイチビチョウ 
± XX . Xmm ホ 

連続細カット位置微調整モード中です。 

XX.Xmm は用紙上端からの物理的な距離です。 

連続綱力、ソト位置 

3ウシカットテ"キマス 
(用紙モードを表示） 

連続紙をカットできる位置になっています。 

[巧祇選択]スイッチを押した 
が態 

3ウシセンタク 

(切り替え先の用紙モードを表示） 

[巧祇選択]スイッチを押ずごとにディスプレイに 
選択できる巧祇モードが表示されます。 

用瓶切り替え中 

ヨウシキリカエチュウ 

巧紙選択中に、[用紙選択]スイッチを2秒]^ソ上放 
ずと巧紙切り替え動作が実行されます。 

メニュー表示 

メニュー表示は、メニューモードを1 
じついては「メニューモード」 （42' 

ま用しているときに表示されまず。メニューモード 
くージ）をご覧ください。 


® 3操作パネルとメニユ-モ-ド 
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メニユ ーモー ド 

ここでは、メニューモードのメニューツリーを載せています。メニューモードの変更できる設定項目、メ 
ニューモードの入りちと終了ち法および設定ち法については、オンラインマニュアルをご覧ください。 























































スペシャルメニユーモード 

ここでは、スペシャルメニューモードのメニューツリーを載せています。スペシャルメニューモードの変更 
できる設定項目、スペシャルメニューモードの入りちと終了ち法および設定ちまについては、オンラインマ 
ニュアルをご覧ください。 








































































スペシャルメニューモード終了 

ディスプレイは‘イこシャライス • チュウ"と表示を， 

通常表示に戻る 


設定内容のリセット 


メニューモード、またはスペシャルメニューモードで設定した内容を工場設定値にリセットします。 


〇 [改行]スイッチを押しながらプリンタの電源 
スイッチを ON じする。 

ディスプレイに"メモリスイ'ソチクリア？ Y ： 
- N :一”とリセツトの再確認をイ足ずメッセー 
ジが表示されます。 



メ 

モ 

U 

ス 

ィ 

、ソ 

チ 


ク 

U 

ァ 

? 







V 


<— 



¥ 


—> 








0 [機能選お]スイッチを押す。 

設を内容が工場設定値にリセ、ソトされます。 

設を内容のリセ、ソトを中止したい場合は[高ま EP 刷] 
スイッチを押しまず。 


機能選巧 
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メモ IJ スイッチ設定モード 

このプリンタには40個のメモリスイッチ ( MSW ) が内蔵されていて、をメモリスイ、ソチの巧態 （ ON / OFF ) 
を切り替えることにより、プリンタの様々な設走を変更することができます。メモリスイッチとは電源ス 
イッチのように機械的なものではなく、設定内容を電気的に切り替え、記憶するものです。 


ここでは、メモリスイ、ソチ設定モードで設定できる巧容の詳細について説日月します。メモリスイ 'ソチで設走 
できる項目および初期設定値を次の表に示します。 


機能項目 

機能 

OFF 


工場設定値 


1 

各国で字の切り替え 

3つのスイ'ソチ ON / OFF の組み合ねせ*によ 
り、日本、アメリカ、イギリス、ドイツ、ス 
ウェーデンので字を切り替えます。 

OFF 


2 


OFF 


3 




OFF 


4 

データ受信ちまの切り替え 

従来互換 

高速受信 

OFF 

MSW 1 

已 

DC 1、 DC 3 コード処理の切り替え 

有効 

無劾 

OFF 


6 

自動復改の切り替え 

復帰改行 

復帰のみ 

OFF 


7 

巧刷指令コード切り曾え 

CR のみ 

CR 、 LF 、 VT 、 FF 、 
US、ESC a、ESC b 

OFF 


8 

CR 機能の切り替え 

復帰のみ 

復帰改行 

OFF 


1 

数字「0」の字体 
(1 バィトコード系） 

スラッシュなし 

スラッシュ付き 

OFF 


2 

シートガイド使巧時の用紙なし 
検出 

巧刷時横出 

常時横化 

ON 


3 

ドット対応グラフィックドット 
数の初期設定 

ネイティプモード 

コピーモード 

OFF 

MSW 2 

4 

クワイエットモードの切り替え 

お効 

有効 

OFF 


已 

HD パイカモード/ HS パイカモー 
ドの初期設定 

HD パィカ 

HS パイカ 

OFF 


6 

7/8ビットデータの切り曾え 

8ビット 

7ビット 

OFF 


7 

印!刷が数の切り替え 

136巧 

80巧 

OFF 


8 

印刷方向のネリ期設を 

両方向 

片方向 

OFF 


MSW1-1~1-3 の組み合わせ。表 U かの組み合わせでは、ずべてスウェーデン文字となりまず（を国文字の組み合わせ表はタペー 
ジにありまず)。 


3 操作パネルとメニユ I モ—ド 
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機能項目 

機能 

OFF 


工場設定値 


1 

自動用紙厚調整実巧後の再吸入 
切り替え 

巧吸入しなし、 

再吸入する 

OFF 


2 

PC モード/情処モード切り替え 

PC モード 

情処モード 

OFF 


3 

用瓶吸入位置の記憶 

記憶ずる 

記憶しない 

OFF 

MSW 3 

4 

シートフィーダの吸乂コード 

ESC a . FF . 

印!刷データ + EP 刷指 
令コード 

ESCa 、 FF 、 LF 、 US 、 
VT 、 印!刷データ + E 口 
刷指ちコード 

OFF 

已 

自動カット位置送り機能有効/ 
無効 

無効 

有効 

OFF 


6 

改頁実行時のセンタリング動作 
切り曾え 

センタリングしなし、 

センタリングする 

OFF 


7 

数字「0」の字体 
にバイトコード系） 

スラッシュなし 

スラッシュ付き 

OFF 


8 

ミシン目スキップの初期設定 

スキップしない 

スキップする 

OFF 


1 

印刷へッド空巧ち防止機能の 
有効/巧効 

有効 

無効 

OFF 


2 

シートフィーダ制御方ま 

スループット優先 
モード 

斜巧補正優先 

モード 

OFF 


3 

カット位置送り機能用紙送り量 

固たな 

T 0 F + 固定長 

ON 

MSW 4 

4 

ドット列巧刷モードの巧刷方向 
の切り替え 

片方向 

両方向 （ MSW 2-8 を 
OFF 【こしてくださ 
し、） 

ON 


已 

高速 EP 刷モードの初期設定 

標準モード 

高速 Ep 刷モード 

OFF 


6 

カット祇（シートガイド）の排 
出ち向の切り替え 

コマンド切り曾えじ 
cfc る 

後ち排出固定 

OFF 


7 

カット祇（シートフィーダ）の 
排出方向の切り替え 

コマンド切り曾えに 
ck る 

後ち排出固を 

OFF 


8 

オート□ーディングち式（シート 
ガイド自動吸入ち式）の切り替え 

オートち式 

マニュアルち式 

OFF 
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機能項目 

機能 

OFF 

ON 

工場設定値 


1 

待機モード移行時間の切り替え 

1日巧 

1巧 

ON 


2 

待機モード復帰時の初期化動作 
切り曾え 

初期化動作ずる 

初期化動作しない 

ON 


3 

吸入切かのセンタリング位置切り 
替え 

自動検出による 

センタリング位置設 
をじよる 

OFF 

MSW 已 

4 

用紙左ち端檢出位置の切り替え 

吸入位置の設定によ 
る 

25.4 mm (1 インチ） 

OFF 


已 

巧紙切れ判断の切り替え 

用祇長設定に従う 

用細最下端がおまで 
巧刷する 

OFF 


6 

末使用 


7 

末使用 


8 

末使用 


各国で字の組み合わせ表 


を国夕字 

MSW1-1 

MSW 1-2 

MSW 1-3 

アメリカ 

OFF 

ON 

OFF 

イギリス 

ON 

ON 

OFF 

ドイツ 

OFF 

OFF 

ON 

スウェーデン 

ON 

OFF 

ON 

【日本】 

に FF 】 

に FF 】 

に FF 】 
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メ モ 


已〇 



4 章 

日常の脫 


この章では、日常の保守として消耗品の交換およびプリンタの清掃について説明します。清掃は、 
Multilmpact 700シリーズを正しく動作させるために定期的に行うことをお勧めします。 


インクリボンカートリツジの交換 

インクリボンカートリツジの交換は次の手順で行います。 

本プリンタは NEC び指定する消耗品を使用時に印刷品質や性能が最もま定するよラに設計されていま 
す。 NEC 指定政外の消耗品を使用された場合、プリンタ本来の性能を発揮できない場合びありますので、 
消耗品は NEC 指定品のご使用をお勧めします。 


A ミ^胃 長時間印刷を続けた後は、印刷ヘッドが高温になっているため、すぐに手を触れると火傷のおそ 
れがあります。十分に温度が下がってか！5作業するようにしてください。 


■ 4目吊の保ず 


51 




o プリンタの電源スイッチが ON じなっている 
ことをお認する。 

0トップカバーを開ける。 

中央に印刷へ’ソドとカードホルダが移動します。 



A ミち意 

印刷へッドとカードホルタ‘が移動し終わるまで 
は、プリンタ内部には手を入れないでください。 
けがをするおそれびあります。 

0トップカバーを開けたまま、プリンタの電源 
スイッチを OFF じする。 



A ま意 

必ずプ U ンタの電源スイッチを OFF にしてくだ 
さし、。日 N にしたままインク U ボンカートリッジ 
を取り付けると、プ U ンタが突然動作して、け 
がをずるおそれがありまず。 


〇フ□ントペーパガイドユニットを開ける。 

左ちの緑色のレパーを引きながら、手前に回しま 
す。 



0インクリボンカートリッジを取りかす。 

カートリッジホルダの左右にあるツメを軽く開きな 
がら、使い終わったインクリボンカートリッジを手 
前に取り化し、真上に取り外します。 



〇19 ぺージのま順 51：>1 隋の手順で新しいインク 
リボンカートリツジを取り付ける。 



〇テスト Ep 刷をする。 

「テスト巧刷をずる」に1ページ）に従って巧刷が 
正し<行われることを磕認して<ださい。 

これでインクリボンカートリツジのを換は終了で 
ず。 
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インクリボンの交換方法 

Multiimpact 700シリーズで使用できるインクリボンカートリ、ソジは中のインクリボンを交換できます。モ 
ノク□用のカセットとカラー用のカセットはそれぞれ専用のインクリボンを使用します。交換の前にカセッ 
卜じ合ったインクリボンかどうかをご確認ください（「消耗品」 （12 ページ）参照)。 


〇インクリボンカートリッジのフック4か巧を 
かしてふたを開ける。 

フック ふた 



Q □ーラガイド（グレーの部せ）の上下を指で 
押さえ、「カチッ」と音がするまで矢印ち向 
じスライドさせてロックする。使用';きみのイ 
ンクリボンをインクリボンカートリッ ジせら 
巧き出す。 

使い終わったインクリボンは NEC のサービス窓 □ 

じお持ちいただ<力\各自ミ台体の廃棄ルールにがっ 
て廃棄してください。 

ローラ ガイド 



@新しいインクリボンをビニール袋から取り出 
し、テンションガイドを引き出す。 

ビニールシート 



Q インクリボンのテンションガイドをインクリ 
ボンカートリッジの先端に向けて、インクリ 
ボンをインクリボンカートリッジじ入れる。 

①インクリボンを押さえながら、風ビニールシート 
を矢巧方向に静かに抜き取る。 


じ二ールンート 



0テンシヨンガイドをテンシヨンガイド挿入部 
に入れる。 

テンションガイド 



0 口ーラの間にインクリボンを底まで確実に入 
れる。 

口ーラ 



■ 4目吊の保守 
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O インクリボンを入れた箱の中央部を押し、イ 
ンクリボンが完をに巧し出されたことを ffi 認 
しなが6、箱を静かに取り除く。 



インクリボンの経路は々のとおりでず。きちんと 
セツトされていることをお認して<ださい。 


インクリボン 



© □—ラの□ック（ツメ）を解除し、インクリ 
ボンカートリッジのふたを閉め、フィードノ 
ブをふたに表示されている矢 EP 方向に回して 
インクリボンのたるみをな<す。 

必ず□ックを解除してフタを閉めてください。 
フィードノブがスムーズに動くことを確認してくだ 
さい。 

フイードノブ 



〇 使巧回数ラベルの詰替回数欄に XE 日を記入す 
る。 


インクリボンカートリツジに対ずるインクリボンの 
交換回数は2回までです。 


使用上の注意 

1 

2 


X 



プリンタの清掃 

プリンタをいつまでもきれいな状態で使っていただくためじ、プリンタのかまわりを定期的に乾いた柔らか 
い巧でふいてください。ミちれが落ちにくい場合は、つぎのようなち法できれいじしてください。 


A ホ音 プリンタを絶対に分解しないでください。感電などの事故の原因となり危険です。 



〇電源を OFF じし、電源コードをコンセントか 
らかす。 

0シートガイドとスタッカを取り外す。 

-チェック- 

• シンナー、ベンジンなど揮発性の溶剤は使わないでください。材質をいためたり、変色の原因になる 
ことがあります。 

• コンセント、ケーブル、およびプ U ンタ内部は絶対に水などで城5さないよラにしてください。内部 
にゴミや異物びあるときは、掃除機で吸い取ってください。 


0無水 エタノール または 0A クリーナー 等を柔 
らかい巧にふ < ませ、プリンタのミちれた部巧 
を清掃してください。 
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靖 

備かな?と lb たときは 


ここでは、プリンタじ エラー が発生した場合の対処ち法について説明します。 

操作パネル上のアラームランプと用紙ランプが点なまたは点滅しているときは、この後の「エラー表示が化 
ているときは」巧6ページ）の表をご覧になりなが5、化置してください。 

エラー表示が化ていないときは、「エラー表示が化ていないのにおかしいときは」巧8ページ）の表をご覧に 
なりなが6処置してください。 

処置が終わりました5、か要に応じ、「テスト巧刷をする」に1ぺージ）に従ってプリンタが正しく動作する 
ことを確認してください。表に示された処置を巧ってもプリンタが回復しない場合は、おおくの販売店ある 
いは保守サービス会社にご柜談ください。 


P 5故障かな？と思つたとさは 


己己 




エラー表巧が出ているとをは 

プリンタじ何6かのエラーが発生して印刷できない状態になった場合は、主なエラーであればディスプレイ 
の表示か5その原因を巧ることができます。本プリンタのエラー表示とその意巧、および化置方法は々の表 
のとおりでず。処置を行っても回復しない場合はプリンタの巧障が考え6れます。おおくの販売店または 
サービス受付窓□じご柜談ください。 

また、ディスプレイじエラー表示が化ていないのに印刷できない場合は、「エラー表示が化ていないのにお 
かしいときは」巧8ページ）を参照してください。 


エラー表示一覧（アイウェオ順） （1/2) 


ディスプレイ表示 

アラームの巧客 
(ランプの状態） 

アラームの詳細と処置方法 

カノ V — オーフ D ン 

カノ V —ヲトシ'' テクタ'' サイ 

トップカバーが開いている 
(印!刷巧（赤）ランプが点減） 

トップカバーが開いています。 

ートップカバーを開じてください。 

テ‘ータカ"ノコ、ソテイマス 
インサツカニシテクタ"サイ 

印)刷されていないデータが 
残っている 

(巧刷巧（緑）ランプが点減） 

まだ巧刷されていないデータが残っている状態で、 
ディセレクト （ EP 刷不可）状態になっています。 

一[巧刷巧]スイッチを押してセレクト状態にして 
残りのデータを印刷してください。 

テ'' ータカ'' ノコ、ソテイマス 

ヨウシヲセットシテクタ''サイ 


まだ巧刷されていないデータが残っている状態で、 
用細がセットされていません。 

一用紙をセットして残りのデータを印刷してくだ 
さい。 

へット‘コウオン 

シノ V ラクオマチクタ‘サイ 

巨口刷へッドが高温になって 
いる 

巧口刷巧（赤）ランプ、高速 
巧刷ランプが点減） 

印!刷へ、ソドの温度が高くなっていまず。 

-約目秒間印刷が中断されます。自動的に印刷を再 
開します。 

へット‘コウオン 

ソクト‘夕 " ウンインサツチュウ 

印)刷へッドが高温になって 
いる 

印!刷へ、ソドの温度が高くなっていまず。 

一さ6じ巧刷を続けると"へ、ソト’コウオンシ 
八‘ラクオマチクタ' サイ"とディスプレイじ 
表示され約6砂間印刷が中断されます。自動的に 
巧刷を再開しまず。 

へット‘コウオン 
ヒエルマテ"オマチクタ"サイ 

巨口刷へッドが非常に高温に 
なっている 

(巧刷巧（赤）ランプ、高速 
印刷ランプが点減） 

印!刷へ、ソドの温度が高くなっていまず。 
^一時巧刷が中断されまず。印刷へ、ソドの温度が 
下がると自動的に巧刷を再開します。 

ヨウシキリカエチュウ 
ヨウシタイヒエラー 

用紙切り曾え時のアラーム 
が発生している 

用細切り曾え動作中に、連綿紙の退避が正しく行わ 
れませんでした。 

^紙づまリが発生した場合は「紙づまりの処理」 
(61 ページ）を参照してください。 

ヨウシキリカエチュウ 
ヨウシ八イシュツエラー 


用紙切り曾え動作中に、 巧 紙の排出が正しく行われ 
ませんでした。 

^紙づまリが発生した場合は「紙づまりの処理」 
(61 ページ）を参照してください。 

ヨウシキリカエチュウ 
ヨウシヲトッテクタ"サイ 


用瓶切り曾え動作中に、排出された用祇がシートガ 
イドに残ったままです。 

ーシートガイドに排化された用紙を取り除いてく 
ださい。 

ヨウシタイヒエラー 

連続細の退避が正し<行わ 
れていない 

(巧祇ランプ、巧刷巧（ホ） 
ランプが点減） 

連縮紙の退避が正しく巧われませんでした。 
^紙づまりが発生した場合は「紙づまりの処理」 
(61 ページ）を参照してください。 
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エラー表示一覧（アイウエオ順） （2/2) 


ディスプレイ表示 

アラームの巧客 
(ランプの状態） 

アラームの詳細と処置方ま 

3ウシッ‘マリ 

用紙吸入が正しく行われて 
いない 

(用紙ランプ、巧刷巧（ホ） 
ランプが点滅） 

用紙の吸入が正しく巧われませんでした。瓶づまり 
の発生、または用紙サイズが違っています。 

^おづまリの場合：「おづまリの処理」 （61 ページ） 
を参照してください。 

用紙サイズが違う場合：規定のサイズの巧紙ま 
たは、設走に合った用紙をセツトしてください。 

フ□ントペーパーガイドが閉じられていません。 

一カチ、ソと音がするまでフ□ントペーパーガイド 
を押し、きちんと閉じてください。 

ヨウシ八イシュツエラー 

用紙の排出が正しく巧われ 
ていない 

(巧 紙ランプ、巧刷巧（ホ） 
ランプが点滅） 

用祇の排出が正しく巧われませんでした。 
^紙づまリが発生した場合は「紙づまりの処理」 
(61 ページ）を参照してください。 

ヨウシヲセットシテクタ‘サイ 

用紙なし 
(用紙ランプ点!) a ) 

用紙がセツトされていません。 

一用紙をセツトしてください。 

直新日光などの強い光がセンサに当たって誤検出 
していまず。 

ープリンろを強い光が当たらない場所に移動して 
<ださい。 

ヨウシヲトッテクタ'' サイ 

排出されたカツト祇がシー 
トガイド{こ残っている 
(用紙ランプが点減） 

排出された用紙がシートガイドに残ったままです。 
ーシートガイドに排出された用紙を取り除いてく 
ださい。 


P 5故障かな？と思つたとさは 


57 






エラー表示が出ていないのにおかしいとまは 

エラー 表示が化ていないのに、プリンタが思うようじ動作しなかったり印刷の状態が良くなかったりしたと 
きは、次の表でプリンタの症がじ当てはまる項目を探し、確認作業を行ったうえでそれぞれの処置方法に 
従ってください。 


プリンタの症状一覧 （1/3) 

症状 確認と処置 

電源ランプが点灯しない。 電源コードがコンセントから扳けていませんか。 

一電源を OFF にしてから、電源コードのプラグを確実に差し込んで<ださい。 

プリンタの電源スイ、ソチが OFF になっていませんか。 

ープリンろの電源スイッチを ON じしてください。 

コンセントに電気がきていますか。 

ーコンセントにスイッチがある場合は、そのスイッチを ON にしてください。 
(スイ、ソチがないときは、他の電気製品の電源プラグを差し込んで動作ずる 
_かどうかを磕認してください。）_ 

電源ランプがいったん点灯した後消コンセントとプリンタの電圧が違っていませんか。 

なしてしまい、再度電源スイ、ソチをープリンろ背面のラベルに印刷されている電圧とコンセントの電圧を確認し 
ON {こしても点巧しない。 てください。万一違う電圧を使用した場合は、電源コードのプラグをコンセ 

_ントから抜いて、お近くの販売店やサー_ビス受付窓□にご相談ください。_ 

印刷動作をしない。 印!刷動作をしない。巧刷巧ランプが消なしていませんか。 

一[巧刷巧]スイッチを押して巧刷巧ランプを点なさせてください。_ 

用紙ランプが点なしていませんか。 

一用紙を正しくセット■吸入して[印刷巧]スイ、ソチを押してください。_ 
プリンタケーブルが外れていませんか。 

ープリンタとコンピュータをプリンろケーブルで正しく接統してください。 
電源スイ、ソチを ON にすると、一瞬巧巧刷ヘッドの予備動作音であり、故障ではありません。 

刷音がする。_ 

巧刷音はしているのに巧刷されない。インクリポンカートリッジは正しく取りがけられていますか。 
_一 正しく取り付け直してください。_ 

巧刷速度が急に遅くなった。 長時間巧刷を続けていませんか。 

-印刷へ、ソドが高温になったため、両方向最短巧刷から片方向印刷に切り曽え 
ています。巧刷へ、ソドの温度が下がれは’元の巧刷速度に戻りまずので、しば 
_らくお待ちください。_ 

紙厚の厚い用紙を使っていませんか（複写紙の場合は総祇厚）。 

一約 0.3 mm を超えている紙厚の用紙を使巧している場合は、かし巧刷速度が遅 
<なりまず。 

長時間巧刷のあと、紙厚の違う用瓶に変えていませんか。 

一用紙を退避した状態でプリンタの電源を入れ直して<ださい。 

印刷が欠ける。 インクリポンカートリッジは正しく取りがけられていますか。 

一正しく取り付け直してください。 

インクリポンがたるんだり、巧刷へ、ソドからかれかけたりしていませんか。 

ーインクリボンカートリッジを正しく取りかけ直してください。 

インクリポンカートリッジの内部でインクリボンがねじれていませんか。 

ーインクリボンのねじれを直ずか、新しいインクリボンに交換してください。 

巨口刷が横一列に欠ける。 巧刷へ、ソドのピンががれています。おおくの販売店または添付の 「 NEC サービ 

ス網一覧表」【こ記載のサービス受か窓□じご相談ください。 
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プリンタの症状一覧 （2/3) 


お状 

確認と処置 

左ち端の艾字が巧刷されない。 

巧刷®囲より狭い用瓶に巧刷を巧いませんでしたか。 

一印刷範囲に合った用紙をセットし直してください。 *1 
用紙先端の切り残しや切りすぎがありませんか。 

一用紙先端はミシン目に沿ってきれいじ切ってください。 

印刷が薄い。 

インクリポンのインクが薄くなったり、波を巧つような状態になっていません 
か。 

一新しいインクリボンカートリッジとを換してください。 

シートガイドから吸入されない。 

用紙はしっかりと差し込まれていますか。 

一突き当たる感じがずるまで、用紙をしっかりと差し込んで<ださい。 


ディスプレイ【こ"シートガイド"と表示されていますか。 

一[用紙選択]スイッチを何◎か押してディスプレイに"シートガイド"と表示 
させてください。 

シートガイドから曲がって吸入され 

用紙は水平にしっかりと差し込まれていまずか。 

一奕き当たる感じがするまで、用紙を水平にしっかりと差し込んで<ださい。 


ペーパガイドの位置は正しいですか。 

ーペーパガイドを正しくセットしてください。 


用紙に折リ目やしわがありませんか。 

一新しい用紙を使用してください。古くなった用紙やおり目がついた用紙は使 
用しないでください。 


用紙は規格に合っていますか。 

-規格内の用紙を使用して<ださい（「付録用紙の規格 （73 ページ）と印刷 
範囲 （78 ページ)」参照)。 

シートフィーダ使用時、カット紙が吸 
入されない。 

ディスプレイ【こ"シートフィーダ"と表示されていますか。 

一[用紙選択]スイッチを何回か押してディスプレイに"シートフィーダ"と表 
示させてください。 


用紙が正しくセットされていますか。 

一用紙をセットし直してください。 

シートフィーダ使用時、カット紙がう 
ま < 送れない。 

セットする用紙がをすぎませんか。 

ーセットずる枚数を減 6 してください。ホッバに一巧にセットできるカット紙 
の枚数は，坪量64.0 g/m2 (速量 55 kg ) の用紙の場合，最高280枚です。お 
筒は最高25枚でず0 


スタッカに用紙がたまりすぎていませんか。 

ースタッカの巧刷済み用紙を取り除いてください。スタッカ部に一度に積み重 
ねることができるカット紙の枚数は、坪量64.0 g/m2 (速量 55 kg ) の用紙で 
100枚 W 下です。 


用紙に折リ目やしわがありませんか。 

一新しい用紙を使用してください。古くなった用紙やおり目がついた用紙は使 
用しないでください。 


用紙は規格に合っていますか。 

-規格内の用紙を使用して<ださい（「付録用紙の規格 （73 ページ）と印刷 
範囲 （78 ページ)」参照)。 

連続綱が吸入されない。 

用紙がトラクタから外れていませんか。 

一用紙をトラククじ正しくセットしてください。 


ディスプレイに"フ□ントトラクタ"または"リアトラクタ"と表示されてい 
ますか。 

一[用紙選択]スイッチを何回か押して、ディスプレイじ"フ□ントトラクタ" 
または"リアトラクろ"と表示させてください。 


1 MSW 4-1 が OFF の場合、用紙上の EP 刷範囲かの EP 刷は自動的にカットされまず。 


P 5故障かな？と思つたとさは 
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プリンタの症状一覧 （3/3) 


症状 

確認と処置 

連続細が曲がって吸入される、または 
プリンタの中で引っかかってしまう。 

用紙の巧がトラクタピン【こ正しくかみ合っていますか。左ちでずれていません 
か。 

一用紙の巧をトラクタピンに正しくかみ合うようじセットし直してください。 


左ちのトラクタの間隔が狭いためじ用紙がたるんでいませんか。 

一左ちどち6かのトラクタを動かして、用紙のたるみをとってください。 


セットした用瓶のスト、ソク巧は正しい位置に置かれていますか。 

一用紙のストック分は速続紙セット位置に対して銷直線上に、プリンろ本体と 
平ち(こなるようじ置いてください。 


用紙のストック分を置いてある位置がプリンタか6遠すぎませんか。 

一用紙のストック分はプリンろから ImW 内に置いてください。 


用紙が何かじ引っかかっていませんか。 

一用紙が引っかかっているものを取り除いてください。 


用紙は規格に合っていますか。 

-規格内の用紙を使用して<ださい （ r 用紙の規格」巧3ページ）または巧口刷 
範囲」 （78 ページ）参照)。 


改ページ動作の時だけ用紙がひっかかっていませんか。 

一改頁実行時のセンタリング動作 （ MS 机 3-6) を切り替えてお試しください。 

ミシン目スキ、ソプがずれてしまう。 

用紙長の設定が使用している用紙の巧祇長に合っていまずか。 

一連続紙の用紙長を正しく設定して<ださい （ r メニューモード」 （42 ページ） 
またはソフトウエアマニュアル参照）。 

巧紙の吸入量が大きい。 

巧刷へ、ソドのセンタリング位置と用紙のセット位置は合っていますか。 

一使用している巧紙に合わせて印刷へ、ソドのセンクリング位置を変更してく 
ださし、 ( r スペシャルメニューモード」 （44 ページ）参照)。 

巨口刷の遠中で排出してしまう。 

用紙長の設定が使用している用紙の長さ【こ合っていますか。 

一用紙長を正しく設定してください （ r メニューモード」 （42 ページ）またはソ 
フトウエアマニュアル参照)。 

一用紙切れ判断の切り替え （ MS 机 5-5) を切り替えてお試しください。 


プラテンノブを回して巧紙を吸入していませんか。 

-[吸入/退避]スイッチを押して用紙を吸入してください。 


U 上のことを確認して、それぞれの処置を行つても症状が改善されない場合は、おおくの販売店または添付 
の 「 NEC サービス網一覧表」に記載のサービス受付窓□じご相談ください。 
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紙づまりの処理 


紙づまりの発生が考えられる場所はシートガイドの巧紙吸入部と、フ□ントペーパガイドユニットの部分で 
ず。 


A ま意 


用紙がプリンタ内部につまったときは、必ず電源を OFF にして電源コードのプラグをコンセ 
ントか5振いてか!5、つまった用紙を取り除いてください。電源が日 N のまま装置内部に手 
を入れると、プ U ンタが突然動作してけがをするおそれがあります。 

電源コードはプラグを持って振いてください。コード部分を引っ張ると、コードが傷み、火 
災や感電の原因となることびありまず。 


用紙がプラテンやぞ■の周囲につまって取り除けない場合は、つまった巧紙を無理に引っ張ったりせず、次の 
手順に従って用紙を取り除くようにしてください。 


〇プリンタの電源スイッチを OFF にし、電源 
コードのプラグをコンセントから抜く。 


—チェック- 

印刷達中の場合は、プ U ンタの電源スイッ 
チを日 FF にすると、送ったデータび消失し 
ます。つまった用紙を取り除いた後、再度 
データを送り直してください。 


0トップカバーを開ける。 
0シートガイドを取りかす。 



〇つまった用紙を取り除く。 


軽く引いても用紙が取り除けないと封ん々の方法 
で取り除きまず。 



A 注意 


長時間印刷を続けた直後は、印刷へッドおよび 
装置内部が高温になっています。十分に冷めた 
ことを確認してか5用紙を取り除いてください。 


P 5故障かな？と思つたとさは 
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□ フ□ントぺーパガイド ユニッ トを開け 
る。 



回 インクリボンカートリツジを取りかす。 

中央にインクリボンカートリツジが無い場合 
は、な]刷ヘッドをインクリボンカートリッジ 
ごと手で中央へ移動します。 


—チェック- 

インクリボンカートリツジびつまった用紙 
に引っ掛かり中央へ移動しない場含は、無 
理に移動させたり取り外した0しないでく 
ださい。 


カートリッジホルダの左ちじある、ソメを軽く 
開きながら、インクリボンカートリッジを手 
前に取り化し、真上に取り外しまず。 



回 プラテンノブを回しながら用紙を取り除 
く。 

用紙が取り除けたら、プラテンの周囲やプリ 
ンタ内部に用紙の切れ端などが残っていない 
ことを殖認してください。 



囚 インクリボンカートリッジを取り付け、 
フ□ントペーパガイド ユニッ トを閉め 
る。 

開けたままでは用紙を送ることはできません。 



0シートガイドを取リイ寸ける。 

プリンろ本体の左右のスタッド（突起）にシートガ 
イドを取り付けまず。 



〇トップカバーを閉める。 
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保証および修理の依頼について 


お客様登録の方ミ去 


お客様登録をして、電話問い合わせの際に必、要な「121 ware お客様登録番号」と、インターネットサポー 
卜•サービスをご利用になる時じか要な「□グイン ID 」 を取得してください。ご登録いただくことでお客様 
に合ったサポート-サービスをご提供させていただきます。 

ご登録じついてはプリンタに添付の NEC サービス網一覧表を参照してください。 


保証について 


Multilnnpact 700 シリーズには『保証書』が付いてます。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、『保 
証書』の記載内容に基づき、無料修理いたします。詳細については『保証書』をご覧ください。 

保証期闇後の保守サービスについては、この後の「保守サービスじついて」 （64 ページ）をご覧のうえ、 
Multilmpact 700シリーズをお買い求めになった販売店またはサービス受付窓□じご相談ください。 

—チェック- 

本体の背面に、製品の型番 、 SERIAL No . (製造番号）、定格、製造業ち名、製造国び明記された装置銘 
板び貼ってあります。販売店にお問い含わせする際にこの内容をお伝えください。また装置銘版の製造蚕 
号と保証書の保証番号び一致していませんと、万ープリンタび保証期間に故障した場含でわ、保証を受け 
5れないことびあります。お問い合わせの際にご相談ください。 



装置銘板 


故障かな？と思つたとさは 
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修理に出される前 I 


r 故障かな？」と思ったら、修理に化される前にじ(下の手順を行ってください。 

① 電源コードおよびプリンタケーブルが正しく接続されていることをお認する。 

② インクリボンカートリッジの取り付けがお実に行われていることをお認する。 

③ 「エラー表示が出ているときは」巧6ページ）、「エラー表示が出ていないのじおかしいときは」巧8 
ページ）を参照し、該当する症状があれば記載されている処置を行う。 

1■ツ上の処理を巧ってもなお異常があるときは、巧巧な操作をせず、この後の「保守サービスじついて」をご 
覧のうえ、保守サービスをご利巧ください。また、保証期間中の修理は『保証書』を添えてお申し込みくだ 
さい。 


—チ王ック- 

• 電話をする際、液晶ディスプレイの表示内容やランプの状態（点なまには点滅）をご確認ください。 

故障時の液晶ディスプレイの表示、ランプの表示は修理の際のち用な情報となることびあ0ます。 

• プ U ンタをお持ち込みいただくとさは「プ U ンタを運搬ずるときは」（已6ページ）の手順に従ってプ 
U ンタを捆包してください。 


巧巧サービスについて 


プリンタの問題はプリンタ自身に起因するものばサリでなくパソコンなど関連商品にも起因する場合があ 
ります。マニュアルの記載どおり処置を行っても、なお問題が解ずしない場合はプリンタに添付の NEC サー 
ビス網 一覧表を ご覧いただき、保守サービスをご利用ください。 


プリンタの寿命について 


本プリンタの製品寿命は使巧年数5年です。その後も継続して使用される場合は、必ず販売店またはサービ 
ス窓□にご相談ください（損耗状態じよっては継続して使用できない場合があります)。 
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ち寿命部品（有償）について 


プリンタの機能•性能を維持するために交換*1を必、要とする部品があり、これを「有寿命部品（有償)」と 
呼びます。有寿命部品（有償）のおお交換周期ほ換の目安）がは、 ED 刷ドット数によって設をされています。 
本製品の有寿命部品（有償）と、そのお奨交換周期（交換の目安）は次のとおりです。 


プリンタ本体用 


部品を 

推奨交換周期（交換の目ま）* 2 

印!刷ヘッド 

3 億ド、ソト/ピン 


オプシヨンのシートフイーダ用 


部品を 

推奨交換周期（交換の目ま）* 3 

ラバーホルダ L ASSY 

給紙機能*性能が維持できなくなり始めた場合 


1有寿命部品（有償）の交換は，サービス担当をに化煩してください。 

2 NEC 抑正インクリボンを使用し、 15 x 11 インチ用紙け平量 64 g / m 2 の一め綴りの連続紙）にプリンタ内蔵テスト印刷を連続印 
刷した際の交換周期の目安です。 

お客様のご使巧する用祇サイズ、用紙種類、 E 日刷環境や条件などにより、交換周期が大きく異なる場合がありまず。 

お客様がドット/ピンを確認することができません。 EP 刷磯能-性能が維持できなくなった場合がを換時期になります。 

立き換算：漢字己000万字、 NHS パイカ10000万字 

55 kg . IP (-枚擺り）の連硫祇にて内蔵テスト E 日刷による連続 E 口刷 

3 給紙動作を總リ返すことで摩耗劣化する部品が使用されています。 

この部品のゴムダンパ部分の厚みが規定値]: U 下になると、巧紙吸入ミスや重送、ピックミスなどが発生しやすくなります。このよ 
うなが況になった場合、もしくは目立ち始めたときが交換時期となります。 

お客様のご使巧ずる用祇サイズ、用紙種類、 E 日刷環境や菓件などにより、交換周期が大きく異なる場合があります。 


補修用性能部品について 


本プリンタの巧修用性能部品の保有巧間は製造巧ち切り後5年です。 


情報 サービスについて 


NEC 製品に関する最新情報を下記で提供しています。 


インターネットの Web ぺージ NEC コーポレートサイト （ http :// www . nec . co . jp /) 


P 5故障かな？と思つたとさは 


巨己 













プ IJ ンタを運搬するとをは 

本プリンタを引っ越しや修理などで移動するときは、ホの手順に従って付属品などを取りタトし、運搬時の衝 
撃か6プリンタを守るためじ、お買い上げ時にプリンタを捆包していた包装材を使い捆包してください。 


A ミ^胃 Multiimpact 700シ U- ズは本体だけで約 23k 巨あります。一人で持つと腰を痛めることがあ 
Lis ♦ェ，み りまずので、運搬ずるときは二人で持つようにしてください。 


〇インクリボンカートリツジを取りかす。 

「インクリボンカートリッジのホ換」巧1ページ) 
を参照してください。 



0プリンタの電源スイッチを 0FR こする。 



0電源コードのプラグをコンセントから抜く。 

巧くときは> プラグを持って電源コードを拔いて< 
ださい。 



〇プリンタケーブルを取りかす。 



0シートガイドとスタツカを取りホす。 



〇オプションをホす。 

オプションを取り付けていれば、取り外してくださ 
し、取り外し方はオンラインマニュアルをご覧くだ 
さい。 

〇個包する。 

カートリツジホルダに巧刷へ、ソドを保護していた段 
ボールのパ、 ソドと、捆包材を取りがけてプリンろ お 
よび付属おを箱に入れまず。 

これでプリンろを運搬する準備ができました。 
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プリンタの廃棄とインクリボンカート 
リッジ、インクリボンの処理について 


プリンタの廃棄について 


プリンタおよびオプションの廃棄じついては、各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、を自治 
体へお問い合わせ願います。 

また、 NEC でも法人のお客様に販売したプリンタを対象として、 NEC グループの物流ネットワークをタカ率的 
じ活巧し、使用;'斉みとなったプリンタを有償でお客様から回収して再資源化拠点で処理しております。 

詳しくは、 http :// www . nec . co . jp / eco / ja / をご覧ください。 

プリンタの廃棄の際は、他の装置への転用を防ぐためじ、プリンタに添付されていた電源コードも一緒に廃 
棄してください。規格に合っていない装置に使用すると、感電や义災の原因じなることがあります。 


インク U ボンカートリッジ、インク U ボンの処理について 


NEC では、資源の有挪'舌用と地域環境保全を目的に使用;'斉みの NEC 製インクリボンカートリ、ソ义インクリ 
ボンの回収を巧っております。 

詳しくは、 http :// www . nec . co . jp / eco / ja / をご覧ください。 

おおくに NEC サービス窓□がない場合は、を自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、を自治体へ 
お問い合わせください。 


P 5故障かな？と思つたとさは 
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メ モ 
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仕様 

• 印刷方が 
• 印刷へッドワイヤ数 

• EP 刷へッドワイヤ径 
• 解像度 

• EP 刷が数と印刷速度 


インパクトドットマトリックス方式 
24本 （« ピッチ1/160インチ） 

0 日 .2 mm 

約 6.3 ド、ソト /mm (160 DPI ) 




文字種 

印刷巧数/巧 

700XA/700XAN 

700JA/700JAN 

印刷速度/ 
秒* 1 • * 吕 

高速印刷速度/ 

お'* い2 

印刷速度/ 
砂*い2 

高速印刷速度/ 
巧* い2 

ANK 

(英数カナ） 

八イカ 

HS 

NHS 

136字 

389字 

389字 

269字 

269字 

HD 

136字 

195字 

389字 

135字 

269字 

コンデンス 

233字 

441字 

441字 

308字 

308字 

エリート 

163字 

207字 

415字 

143字 

286字 

プ□ポー シヨ ナル 

最大362 

207〜日19字 

4巧〜1,037字 

144〜3日9字 

287〜71辟 

CG 

グラフィック 

八イカ 

HS 

NHS 

136字 

389字 

389字 

269字 

269字 

HD 

136字 

195字 

389字 

135字 

269字 

コンデンス 

233字 

441字 

441字 

308字 

308字 

エリート 

163字 

207字 

415字 

143字 

286字 

プ□ポー シヨ ナル 

136字 

195字 

389字 

135字 

269字 
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で字種 

印刷巧数/巧 

700 XA /700 XAN 

700 JA /700 JAN 

印刷速度/ 
秒* 1 • * 2 

高速印刷速度/ 
秒* 1 , * 2 

印刷速度/ 
砂* 1, * 2 

高速印刷速度/ 
秒'* 1, * 2 

漢字（全角） 

10.5 P 、 3/20インチ幅 

90字 

130字 

259字 

90字 

179字 

10.日 P 、 1/5インチ幅 

68字 

97字 

19己字 

67字 

135字 

9.已 P 相当、1/6インチ幅 

81字 

104字 

207字 

72字 

143字 

9.已 P 相当、2/1日インチ幅 

102字 

141字 

283字 

89字 

179字 

7 P 相当、1/1日インチ幅 

136字 

129字 

257字 

90字 

179字 

12 P 相当、1/6インチ幅 

81字 

104字 

207字 

72字 

143字 

グラフィック 

8ビット 

コピーモード 

1088ピット 

778字* 3 

778字*3 

538字* 3 

538字* 3 

ネイティブモード 

2176ドット 

389字* 3 

77辟*3 

2的字* 3 

538字* 3 

16ビット 

2176ドット 

19脖 *4 

389き*4 

。脖 *4 

269字4 4 

24ビット 

2176ドット 

130字*5 

259き*5 

9辟* 5 

179 字*5 


*1 □ングライフインクリボンカートリッジ（黒）を使用した場合の巧刷速度 

*2 厚い巧おや複写枚数のをい用紙を使用した場合は、巧刷速度がその枚数に応じて遅くなる場合がありまず。 
*3 橫ドット数が8ド、ソト/字のとき 
*4 橫ドット数が1目ド、ソト/字のとき 
*5 橫ドット数が24ド、ソト/字のとき 


• 印刷方向 
• 混在が刷 
• 改行幅 

• 改行時間 
• 改行方向 
• 最小改行量 
• 用紙送り方式 


• 用祇厚調整 


両方向最短距離印刷および片方向印刷 

同一行の混在についてはドット間隔の相違により数回に分けて印刷する 

4.233 mm (1/6 インチ）、3.175 mm (1/8 インチ）、および0.212 xn mm 
( n /120 インチ （ n 二〇〜99)) 

約 45 ms (4.233 mm (1/6 インチ）改行時） 

順方向および逆方向 
0.212 mm (1/120 インチ） 

ーシートガイド 
-フ□ントトラクタフィーダ 
ーシートフィーダ（オプション） 

-リアトラクタフィーダ（オプション） 

自動またはメニューによるマニュアル指定 


• インクリボンカートリッジ 


品を 

可能酬数 

NHS パイカ 

漢字 

□ングライフインクリボンカートリッジ（黒） 

約700巧字 

約300万字 

カラーインクリボンカートリッジ 

約100万字 

約50万字 


お客様のご使用ずる巧紙サイズ、巧紙種類、 EP 刷環境や菓件などにより、交換周期が大きく異な 
る場合があります。 


• インタフエース IEEE 1 284華拠双方向パラレル 

ィーサネット （100 BASE - TX /10 BASE - T ) *6 
'6 Multiimpact 700 XAN/ 700 JAN のみ標準装備。 
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• 巧用コード 


• 環境 


• 電源 
• ま:格電流 

• 質量 
• 寸を 

• 消費電力 


- 8ビットコード *1 

- 7ビットコード *1 
一漢字コード 

*1 メモリスイッチの切り替えによりまず。 

5で〜38で 

10%〜85% (ただし結露しないこと） 
(シートフイーダ使用時は45%〜70%) 
-25 で〜 60° C *2 
096-9096 
一般事務室程度 


動作温度： 

動作湿度： 

保管温度： 

保管湿度： 

塵埃量、ガス成分： 


•2 開«後の巧態での保管を件は，0~40での環境で1年じ(巧とします。使巧時は使用場所の環 
境に十分なじませてください。 

10 0 V ±10%、50/60 HZ 共巧 ±1 Hz 


Multiimpact 700 XA /700 XAN : 2.8 A 
Multiimpact 700 JA / 700 JAN : 1.4 A 


約 23 kg 

幅600 mmx 奥行 320 mmx 高さ 297 mm 
(プラテンノブ、シートガイド、スタツカ含まず) 


消費電力 

Multiimpact 

Multiimpact 

Multiimpact 

Multiimpact 

700 XA 

700 XAN 

700 JA 

700 JAN 

動作時最大（プリンタ単体） 

210W に 80VA) 

210W (280VA) 

now (140VA) 

now (140VA) 

動作時最大（フルオプション時） 

230W (330VA) 

230W (330VA) 

120W (152VA) 

120W (1 已 2VA) 

動作時平巧（プリンタ単体） 

130W 

130W 

8 己 W 

8 己 W 

待機時（スタンバイ時） 

(プリンタ単体）# 1 

13W に 3VA) 切 下 

14W に 4VA) 

9 W (14VA) W 下 

12 W (18VA) W 下 

電源スイッチ OFF 時が 

0W 

0W 

OW 

OW 


1か) iLh (工場化荷時），印刷動作サスイッチ操作が行われなかった場合.待機モード（スクンバイが憲）になります。 
電源スイッチにはメカニカルスイッチを使届していまず。 


• 騒音 60 dBiU 下 （ A 補正）（測をはに07779による） 

• 製品寿を 使用年数5年*3 

43製品寿命の日年を越えて使巧される場合、または使雨量が使用年数5年相当を超えて使用さ 
れる場合は、必ず販売店またはサービス窓□にご相談ください。 
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• 有寿命部品（有憎) 


プリンタ本体用 


部品る 

巧奨交換周期（交換の目ま）*1 

巧刷ヘッド 

3億ド、ソト/ピン 


41 NEC 純正インクリボンを使巧し、1己 XII インチ巧祇け平量 64 g / m 2 の一枚擺りの連硫祇） 

にプリンタ内蔵テスト EP 刷を連続印刷した際のを換周期の目安です。 

お客様のご使用する巧紙サイズ、巧紙種類、巧刷環境や条件などにより、を換周期が大きく 
異なる場合があります。 

お客様がドット/ピンを確認することができません。巧刷磯能-性能が維持できなくなった 
場合が交換時期になります。 

で:字換算：漢字日000万字、 NHS パイカ10000万字 

55 kg . IP (-枚綴り）の連締祇にて内蔵テスト印刷による連締印刷 

オプシヨンのシートフイーダ用 


部品る 

巧奨交換周期（交換の目ま）* 2 

ラバーホルダ L ASSY 

給組機能*性能が維持できなくなり始めた場合 


で給紙動作を總リ返ずことで摩耗劣化する部品が使用されています。 

この部品のゴムダンパ部分の厚みが規定値! <： rF になると、巧紙吸入ミスや重送、ピックミス 
などが発生しやすくなります。このような状況になった場合、もしくは目立ち始めたときが 
交換時期となります。 

お客様のご使用する巧祇サイズ、巧紙種類、 EP 刷環境や条件などにより、を換周期が大きく 
異なる場合がありまず。 

• 製品保守（修理業務） 本製品の保守および修理業務は、製品出荷停止後5年間です。その後の保守 

および修理業務は巧ち切りとなります。 
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用紙の規格 


用紙サイズと坪量 


用紙は次のものを使巧してください。±平量 （ g / m 2 ) は 1 m 2 の質量をグラムで示したものです。 


用紙の種類 


坪量（連量）または巧紙の厚さ 

連続紙 

普通祇 

101.6 〜 406 . 4 mm (4 〜 16 インチ） 

46.5 〜 157 . 0 g/rrf 
(40 〜 13 日 kg 相当） 

複写式用紙 
• 感圧紙 
• 裏力ーボン紙 
• ワンタイムカーボン祇 

101.6 〜 406 . 4 mm (4 〜 16 インチ） 

「複写枚数と坪量（連量)」 

(75 ページ）を参照 

ラペル紙 >2 

101.6 〜 406 . 4 mm (4 〜 16 インチ） 

O.SmmliTF (台紙含む） 

カツト紙 *1 

普通祇 
複写式用瓶 

定型サイズ： 

A 已、 B 5 、 A 4 、 巨 4 、 A 3 
定型外サイズ： 

幅 5 日〜 420 mmx 長さ 90 〜 420 mm *。 

(幅 2 . 1 6 〜 1 目. 日 インチ X 長さ 3 .日〜 16 .日 インチ ） *3 

46 . 5 〜 157 . 0 g / m 2 

(40 〜 135kg *4 相当） 

はびさ" 

官製はがき、または同等品 

幅 100 mm X 長さ 148 mm 


折り目のない往復はがき 

幅 200 mm X 長さ 1 48 mm 

ちス人 I 〇 / .Uy/ 111 、1 ojKy 化ゴノ 

封筒*1’ *5 

長お 4 号 

幅 90 mm X 長さ 20 日 mm 

日日〜 8 日 g / m 2 

長お 3 号 

幅 1 20 mmx 長さ 23 日 mm 

日〇〜 85 g / m 2 

ちお 3 号 

幅 216 mmx 長さ 277 mm 

70 〜 85 g / m 2 

ちお 2 号 

幅 240 mm X 長さ 332 mm 

70 〜 120 g/mZ 

洋形 2 号* 6 

幅 1 Mmmx 長さ 162 mm 

70 〜 8 日 g / m 2 

洋形 5 号* 6 

幅 95 mmx 長さ 217 mm 

70 〜 85 g / m 2 


* 1 再生おが使用可能です。 

*2 ラペルおのけ質が紙 li (かの「合成紙」 「 PET 紙」などはインクがのりませんので，使用しないでくだちい。 

*3 オプションのシートフイーダ使苗時は.をお》トサイズ幅55〜3 64 mm X 長ち90〜 297 mm (幅 2.16 〜 14.3 インチ X 長さ 3.5 〜 
11.7 インチ）とな y ます。 

*4 オプションのシートフイーダ使届時は.巧量 64.0 〜1 57.0 g / m 2 逸量55〜1 35 kg 相当）となります。 



5 封筒のサイズ ^_長さ 

幅汇 


6 シートフィーダではご使用になれません。 

- k チェック- 

折り目のある往復はがをは印刷でをません。 
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• 「印刷飽囲」 （78 ページ）を参照してくだ 
さい。 

• シートガイドおよびシートフィーダ使用時 
の取り扱い巧能な定型用紙は次のとおりで 
す。 

複写ま用紙の場合は、締置き、横置きにか 
かわらず、のり付け部分から先にセットし 
て吸入させます。 


印刷方法 

使用方向 

用紙サイズ 

封筒 

名刺 

A 3 

B 4 

A 4 

B 已 

A 已 

シートガイド使巧時 

縦置き 

〇 

— 

— 

— 

— 

B 

圓 

横置き 

〇 






B 

シートフィーダ使用時 

縦置き 

X 

B 


— 

— 

B 

圓 

横置き 

X 

B 



B 


B 


*1 詳細は82ページをご覧<だちい。 


用紙の種類と複写枚数 



セットできる用紙の種類と複写巧能枚数は次のとおりです。 


用紙の種類 

給紙ち法 

印刷用紙 * 1 

最大複写枚数（オリジナルを含む） 

カット紙 

シートガイド 

上質紙 =*=2 

1 

複写式用紙（感圧紙） 

9 

「複写枚数と坪量（連量)」参照。 

はがき 

1 

ラベル紙*3 

1 

封筒 

1 

シートフイーダ *4 
(オプション） 

上質紙* 2 

1 

複写式用紙（感圧紙） 

已 

「複写枚数と坪量（連量)」参照。 

はがき* 5 

1 

封筒 

1 

連続紙* 6 

フ□ントトラクタフイーダ 
リアトラクタフイーダ 
(オプション） 

上質紙 =*=2 

1 

複写式用紙（感圧紙） 

9 

「複写枚数と坪量（連量)」参照。 

ラベル祇 

1 
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*1 プレプリント巧紙において、パウダなどのが着があると用紙走行に支障をきたす場合がありますので、ミ主意してください。 

再生祇または A3 サイズの巧紙は一般室温の環境下で使巧してください。また紙質によってはインクのにじみや紙づまりや巧刷 
汚れが発生することがあります。その場合は祇質の良いものに変更してください。 

*3 ラベル祇の規格 


名称 

紙質 

紙厚 

ラベル 

上質紙 

0.1 mm 以下 

坪量 81.4g/m 2 健量 70 kg) U 下に相当する 

台紙 

グラシン紙またはクラフ ト 上質紙 

0.1 mml: 几 

坪量 81.4g/m 2 健量 70 kg) U 下に相当する 


本4 
ホ已 
本6 



ラベル 



0.2 mm 切下 


台紙 



-ラベルと台紙の厚さの合計を 0.2mm j:_rF にしてください。 

-ラベルと台紙の紙厚の組み合わせは、ラベル^台紙となるようじしてください。 

-使用できるタック紙の寸法は、連続紙と同じです。 

シートフィーダはラベル紙（タック紙）を使用できません。 

シートフィーダで、はがきなどの厚紙を頻繁に巧巧すると、用紙暇入部の摩耗が普通祇巧巧時に比べて早まる場合がありまず。 
坪量 46 .日 g/m2 (連量 40kg) の連編紙は 10 で U 上の環境下で使巧してください。 


複写枚数と坪量（連量) 


複写枚数 

1 

吕 

3 

4 

已 

6 

7 

8 

9 

坪量（旨 /m 2) (連量 ( kg )) 

1 枚目 

46.5 〜1日 7.0 
(40 〜13日） 

39.5 

(34) 

39.5 

(34) 

39.日 
(34) 

39.5 

(34) 

39.5 

(34) 

39.5 

(34) 

39.5 

(34) 

39.5 

(34) 

2 枚目 

— 

如.〇〜 81. 4 
(43 〜7日） 

3が〜39.日 
(3 日〜 34) 

34.9 〜39.己 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

34.9 〜 39. 日 
(30 〜 34) 

34-9 〜39-日 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.5 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

3 枚目 

— 

如.〇〜 81. 4 
(43 〜 70) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

34.9 〜39■日 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.5 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.己 
(30 〜 34) 

4 枚目 

— 

39.日〜日0.0 
(34 〜 43) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

34.9 〜 39. 日 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.5 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.日 
(30 〜 34) 

日枚目 

— 

39.日〜郎 .0 
(34 〜 43) 

34.9 〜39■日 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.5 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.日 
(30 〜 34) 

6 枚目 

— 

39.日〜如.0 
(34 〜 43) 

34.9 〜39.日 
(30 〜 34) 

3ん9〜39.5 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(3 日〜 34) 

7 枚目 

— 

39.5 〜50.0 
(34 〜 43) 

3ん9〜39.5 
(30 〜 34) 

34.9 〜39.日 
(3 日〜 34) 

8 枚目 

— 

39.日〜50.0 
(34 〜 43) 

34.9 〜39.日 
(3 日〜 34) 

9 枚目 

— 

39■日〜50.日 
(34 〜 43) 


• 複写枚数はオリジナル （1 枚目）を含めます。 

• オリジナル （1 枚目）はリボンのインクを急速に吸収し、かつインクのにじみが少、ないものを使用し 
てください。 

• 複写紙の 2 枚目]: a 降は、ノーカーボンおまたは裏力ーボン紙を使用してください。 

• 使用できるカット紙の厚さは複写式用紙で約0.54 mm までです。 

• お奨規格を超える厚さの用紙を使用する場合やシートフィーダから用紙が重なって吸入された場合 
は、用紙ジャムが発生し、印刷不可（ディセレクト）状態じなる場合があります。 

巧奨規格巧の厚さの用紙を使用し、シートフィーダに用紙をセットする場合は、よくさばいて、上 
下左ちを揃えてください。 
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• バーコード領域は反射率 80% U ^ 上の白色で、染み-巧れ-しわなどのない巧おを使用してください。 
• バー〕ード使用樹ま、巧量8 1.4 〜157.0 g / m 2 (連量70〜 135 kg ) の用紙を巧巧してください。 

• 複写用紙の途中に厚紙を挿入した場合、それより下層の用紙は印刷濃度が薄くなりますのでを意し 
てくださし、。 

• 複写用紙の途中に、はがきなどが含まれている場合、厚さに段差が生じ、印刷汚れや印刷かすれな 
どが発生することがありますのでを意してください。 


保管上のを意 


• EP 吊げる用紙が規格に合っていることをお認してくださ 
い（用紙の規格については「用紙の規格」 （73 ページ） 
で説明しています)。規格に合った巧おを使うことは印 
刷品質を高めるだけでなく、紙づまりなどの発生を巧え 
る効果もあります。 

• 用紙を持つときはちを持たずに中央部分を持つようにし 
てください。ちを持つと用紙が巧れて紙づまりの原因に 
なります。 


• 残った用紙は包装紙に包み、直射日光を避けて保管して 
ください。用紙が変形しないように、平6な場所に置い 
てくださし、。 





連続紙の置を方 


• 給おおよび排化した連続撇ま、プリンタの底面か6下方向に 750 nnnU ツ巧でスタックしてください。 

• 連続紙は、プリンタの用紙走行絕度と用紙の流れが一致するように（プリンタの用紙吸入□と用紙 
の先端が平行になるように）置いてください。左ちち向のずれは 50 mm じ(下にしてください。 

• リアトラクタフイーダの場合は、プリンタ後部と机の縁を合わせてください。 

• リアトラクタフイーダ、フ□ントトラクタフイーダを併用する場合、プリンタの前部と机の縁とを 
合わせてください。 

• プリンタの後部は印刷後の用紙スペースお保のため、壁か6300 mm じ(上離してください。 
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封筒に印刷するときは、次のことじを意してください。 


• 封筒はぺーパガイドに沿って、まっすぐセットしてください。傾いて吸入された場合は、[排出/ 

カット]スイッチを押していったん封筒を排化してから、セットし直してください。 g 

• メモリスイッチ 4-8 ( MSW 4-8) が ON になっていると、封筒は自動吸入されません。この場合は封 
筒をセット後、[吸入/退避]スイッチを押して封筒を吸入させてください。 

• 封筒の両面に印刷するときは、片面印刷後力ールを直してから反対面に印刷してください。 

• 封筒への印刷は、環境温度が10〜35で、環境湿度が45〜70%の場所で行ってください。 

• フラップ部は巧げないでセットしてください。 

• フラップ部の大きさと印刷位置に合わせてペーパーガイド位置を調整してください。 

• フラップ部や重ね合わせの部分など、段差がある位置には印刷しないでください。 
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印刷轟囲 


カット紙 


第 1 巧 目 印刷位置 最終が 目 印刷位置 



巧号 

項目 

推奨印刷節囲 

最大印刷 

シー トガイド 

シートフイーダ 

範囲*1 

A 

巧祇幅 

已已〜 420mm 
に.16〜16.日インチ） 

55〜 364mm 
(2.16 〜 14.3 インチ） 

- 

巳 

巧祇上端から第1印!刷巧までの距離 
巧祇吸入位置（工場設定） 

9.73mml：U 上は字下端） 
9.73±1mm (巧字下端） 

9.73mmW 上（文字下端） 
9.73±2mm (文字下端） 

0mm 

C 

巧祇下端から最終巧刷巧までの距離 

6.3mmiU 上のこと 

6.3mm じ(上のこと 

3mm 

D 

巧祇長 

90〜 420mm 
(3.5 〜 16.5 インチ） 

90〜 297mm 
(3.5 〜 11. 7インチ） 

- 

E が 

巧祇左端から第1巧目印!刷位置まで 
の距離 

目. 3mmlU 上のこと 
(で字中央） 

6.3mm じ(上のこと 
(で字中央） 

1.5mm が 

(文字左端） 

ド2 

巧紙ち端から最終が目巧刷位置まで 
の距離 

目. 3mmlU 上のこと 
(交:字中央） 

6.3mm じ(上のこと 
(で:字中央） 

1.5mm が 

(艾字ち端） 

G 

巧祇上端からで字上端までの距離 

6.3mmlU 上のこと 
(文字中央） 

6.3mmiU 上のこと 
(で:字中央） 

0mm*4 

(3.8mm 议:字下端)） 


* 1 最大印刷範囲で印刷した場合、印刷精度が保証できないだけでな<、巧紙づまりや印刷へ、ソドの損傷等が発生する場合があります 
ので、十分ご磕認の上ご使用ください。巧刷はお奨印刷範囲で行うことをお劫めします。 

*2 A 3 横サイズ巧紙を使巧する場合 、 E ■ F 寸法は約 38.6 mm となります。 

*3 用紙端か61.日 mm の範囲の印刷は自數的にカツトされます。 

*4 プリンタドライバで「上余白日」、「余白日」を使用する際は暇人位置を 3.8 mm にしてください。 （43 ページき照） 
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カツト紙に関ずるを意 


• 用紙幅両端から 6.3 mm の範囲には印刷しないでください。 

• 巧奨印刷範囲を超える印刷については、印刷位置のバラツキ、用紙づまり、印刷ヘッドの損傷等が 
発生する場合があるためできるだけ避けてください。 

• 用紙上端から約 50 mm までおよび用紙下端か5が) 50 mm までの範囲内では印刷位置がば6つくこと 
があるため、この領域では合成印刷（化大、強調印刷など)、呈線印刷、絵の印刷などは行わないで 
ください。 

• 用紙を自動吸入した場合、用紙吸入位置は〇〜 36 mm の範囲で調整してお使いいただけますが、 E 口刷 
範囲は前ページの表を参照してください。調整ち法については、オンラインマニュアルの「用紙吸 
入位置の微調整」を参照してください。 


• シートフィーダでは逆方向改行はできません。 

• 用紙の保存状態などにより用紙の力ールが発生した場合は、力ールを直して使用してください。 

• 用紙の表面が黒や濃い色の場合、正しく印刷できない場合があります。 

• 複写紙を手前排化（シートガイドへ排出）する際に、用紙の力ールなどで用紙がキ斤れたりする場合 
は後方排化固を（スタッカへ排化）にしてください。 





符号 

項目 

寸法 

A 

巧祇幅 

101 .6 〜406.4 mm (4 〜16インチ） 

巳 

左トラクタを最左端に寄せたときの用紙左端から第1巧目巧刷位置まで 
の距離 

35 mm (文:字中央） 

C 

左トラクタを最左端および最ち端に寄せたときの第1巧目印)刷位置の移 
動量 

綿 20 mm 

D 

左トラクタを最ち端に寄せたときの巧紙ち端から第 136 ffi 目 EP 刷位置 
までの距離 

前 381 mm (1 己インチ）幅の用祇で髓 

2已 mm (で:字中央） 

E 

ミシン目および折り目の影響による汚れおよび改行ピッチ乱れを避け 
るため、巧刷をしないことが望ましい®囲 

25.4 mm (夕字下端） 

F 

G 

ミシン目から文字上端までの距離 

21.9 mm (文字上端） 

最終巧祇下端から最終巧刷巧までの距離 

3 mm 


連続紙に関ずるを意 

• 用紙幅両端から 12.7 mm の範囲は印刷しないでください。 

• 連続紙の用紙吸入位置は 25.4±2 mm は字下端-工場設定）です。 
用紙吸入位置は〇〜 36 mm の範囲で調整してお使いいただけますが、 
印刷範囲は前ページの表を参照してください。調整ちまについては 
オンラインマニュアルの「用紙吸入位置の微調整」を参照してくだ 
さい。 

• 下の範囲内では合成印刷（拡大、強調印刷など)、呈線印刷、絵 
の印刷などはしないでください。 ED 刷位置がばらつくことがありま 
す。 


* この範囲巧は用紙巧からトラクタピンがタトれてしまいます。 

• 紙端が傷んだり、プリンタに用紙がつまったりするのを防ぐため、上図に示した領域でのがち向改 
行は行わないでください。 

• 用紙の表面が黒や濃い色の場合、正しく印刷できない場合があります。 

• ミシン目位置から印刷する場合は巧刷精度が保証できないだけでなく、用紙づまりや印刷ヘッドの 
損傷が発生する場合がありますので、十分ご確認のうえご使用ください。 

• プリンタドライバで「上余白〇丄「余白0」を使用する際は吸入位置を 3.8 mm じしてください。 （43 
ページ参照） 

• リアトラクタフイーダをご使用になる際は、事前にご確認の上ご使用ください。 


-用紙上端か6約 50 mm まで 
一連漏おの最後の]:; TF の範囲内* 


フ□ントトラクタフイーダ 

114.3 mm (4 .日インチ） 

リアトラクタフイーダ 

177.8 mm (7 インチ） 


0 

0 

1 〇 

, 50 mm 〇 

0 

0 

0 

ホ頭用紙 1 

0 

0 

〇 

〇\ 

； 25.4 mm ° 

C I 

; 25.4 mm ° 

〇 

〇 

0 

ノ〇 

0 

〇..1 

: 25.4 mm % 

S i 

\ 25.4 mm % 

〇 

〇 

最終用紙 ° 

〇 

o 

〇 

0 

rs: 

0 

114.3 mm 0 

〇 ~[ 

こまたは ミ 

〇 

177.8 mm ° 

〇 

, O 


'ミシン目 


ミシン目 


I 逆方向改行 
禁止領域 
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はがを 


官製はがきあるいは官製はがきと同等品をお使いください。 


□ 


(縦置き) 



印刷節囲 


B 



- ► C I 夺 -H D I 夺 


A 


(横置き) 



符号 

項目 

寸法 

A 

はがき横幅/往復はがき横幅 

100 mm / 200 mm 

巨 

はがき長さ 

148 mm 

C 

はがき左端から第1巧目巧刷位置までの距離 

6.3 mm (で字中央） 

D 

はがきち端から最終巧目 EP 刷位置までの距離 

6.3 mm (で:字中央） 

E 

はがき上端から第1巧刷巧までの距離 

11.5 mm (夕字中央） 

F 

はがき下端から最終巧刷巧までの推巽距離 

21.4 mm (夕字中央） 




はがきに関ずるミ主意 

• ま際のはがきに巧刷する前に、官製はがきと同等の用紙を使って試し印刷を行い、印刷位置や印刷 
濃度をお認してください。 

• 差し出し人の郵便番号欄は、はがきの印刷範囲を越えていますので印刷できません。アプリケー 
シヨンをお使いの場合はごを意ください。 

• はがきの保ちが態などにより、はがきがカールした場合はカールを直してから使用してください。 

• はがきの表面が黒や濃い色の場合、正しく ED 刷できない場合があります。 

• 写真印刷されたはがきの場合、インクが転写されにくく、 EP 刷ミちれの発生やはがき走行に支障をき 
たす場合がありますのでを意してください。 

• 印刷は環境温度が10〜35で、環境湿度が45〜70%の場所で巧ってください。 
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封筒 


n 



規格/寸法 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

1 

長お4号 

205 

90 

1日〜25 

己〜20 

220〜235 

日. 08 (0.2 インチ） 
技上 

30 (1.18 インチ） 

切上 

7.62 W 上 

7.621^ 上 

長お3号 

235 

120 

1日〜25 

己〜20 

250-260 

日. 08 (0.2 インチ） 
W 上 

30 (1.18 インチ） 

切上 

7.62 W 上 

7.621^ 上 

角お3号 

277 

216 

1日〜33 

己〜20 

292〜309 

日. 08 (0.2 インチ） 
W 上 

30 (1.18 インチ） 

切上 

7.62 W 上 

7.621^ 上 

角お2号 

332 

240 

1日〜40 

己〜20 

347-364 

日. 08 (0.2 インチ） 
W 上 

30 (1.18 インチ） 

W 上 

7.62 W 上 

7.621^ 上 

洋お2号 

162 

114 

1日〜32 

己〜20 

347-364 

日. 08 (0.2 インチ） 
W 上 

30 (1.18 インチ） 

切上 

7.62 W 上 

7.621^ 上 

洋お己号 

217 

9已 

1日〜32 

己〜20 

347-364 

日. 08 (0.2 インチ） 
W 上 

30 (1.18 インチ） 

W 上 

7.62 W 上 

7.621^ 上 


• 上記の表は J に S 5502などに準拠しています。 

• 寸法の公差は、長形4号•長あ3号は ±2.0 nnm 、 ち形3号•ち形2号は ±2.5 mm 、 洋あ2号•洋あ5号は 
±2 mm です。 


• これらの値は、シートガイドからの吸入時、シートフィーダからの吸入時ともに有効です。ただし、 
シートフィーダからの吸入時には洋お2号、5号はご使田になれません。 


• 封筒は横お（サイドシーム）じ(かの種類で、裏面中央で重ね合 
わせてあるもの、フラップ部にのり付けしてあるもの、二重封 
筒は使用できません。 

• 紙質は用紙表裏面の反射率が60%^：^上のクラフト紙、ケント紙 
またはこれらの同等品じ(上をお使いください。 

• 折れ、しわ、破れなどのない封筒を使用してください。 

• 封筒の保を巧態などにより封筒が力ールした場合は、力ールを 
直してから使用してください。 



• 封筒の表面が黒や濃い色の場合、正しく印刷できない場合があります。 
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用紙設計に関ずる注意事頃 


ット紙に関するま意 


普通紙について 

• 長ち形の用紙（インデックス、切欠きのないもの）を使用してください。 

• 用紙のちのカッティングやアールは45°の面とり 8 mm または半径 8 mm じ(下の用紙を使用してくださ 
い。 

• 横ち向の切断寸法は ±0.5 mmU 下、縱ち向の直ち度は ±0.1° U 下の巧おを使用してください。 

• 力ール（反り）、折れ、巧がりなどのくせのない巧紙を巧ってください。 



• 用紙の横 （ A ) と縱旧）の長さの関係が、 3:51 i (上 （= 横の長さ/縦の長さ）、2:11；(下 （= 横の長 
さ/縱の長さ）となっている用紙を使用してください。 

• 用紙の切断面は凹凸や"けば"がない用紙を使用してください。ミシン目においてカットした用紙 
は使用しないでください。用紙づまりの原因となります。 

• とじ巧は直径 6 mmU 下で1個または2個までの用紙を使用してください。巧を滿全した用紙は使用し 
ないでくださし、。 



• シートフィーダから吸入動作を行わせる場合は、用紙のとじ穴の"だれ"や"けば"などがない用 
紙を使用してください。 

• 厚さが均一でない用紙を使用すると用紙づまり、リボンひっかけ、印刷ヘッドの損傷およびその周 
辺に障童が発生する場合があります。 

• とじ巧の周囲 5 mmU 内には、印刷しないでください。リボンひっかけ、印刷ヘッドの損傷およびそ 
の周迈に障童が発生する場合があります。 


83 





複写式のカット紙について 

普通紙に関するを意の化に、次のことじを意してください。 

• ノーカーボン紙（感圧紙）を使用してください。 

• 最上層用紙 （1 あ目）はリボンのインクを急速に吸入し、かつインクのにじみがないものを使用して 
ください。 

• 用紙送り方向の先端を天側のり付けした用紙を使用してください。 

• 線じてあるちから給紙してください。 

• 複写紙の糊付け部は十分乾燥し、半乾きのない巧態の用紙をご使用ください。 



連続紙に関するま意 


普通紙について 

• とじ巧は直径 6 mmU 下で1個または2個までの用紙を使用してください。 

• 用紙の左側か 630 mm (1.2 インチ）を越える位置にとじ巧を配置しないでください。用紙左側か6 
30 nnm を越える位置にとじ巧加工をした用紙を使巧した場合、とじ巧を用紙切れと誤お巧するおそ 
れがあります。 

• とじ巧を補強した用紙は使用しないでください。 

• とじ巧の周囲 5 mm じ(内には印刷しないでください。リボンひっかけや印刷へッドの損傷およびその 
周辺に故障が発生する場合があります。 




• 印刷範囲巧で用紙を左ちに分割するような縦ミシン目は入れないでください。用紙づまりが発生す 
る場合があります。 
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• 々の図に示されたミシン目の入れちをした用紙を使用してください。ミシン目の両端部 A について 
は、下図の寸法を守ってください。 



• ミシン目を強く入れすぎたり、ミシン目のタイ（アンカット）、カット比が大きすぎると用紙取り扱 
い時および用紙フィード時にミシン目から破れて用紙フィード障童が発生する場合があります。 

• 厚さが均一でない用紙を使用すると用紙づまり、リボンひっかけ、印刷ヘッドの損傷およびその周 
辺に障童が発生する場合があります。 




8己 












片側ホチキス止めの巧紙は使用しないでください。用紙枚数2枚の場合は、両端の用紙送 
り巧付近の紙ホチキス止めの用紙び使用可能です。ただし、紙ホチキスは、両掛け紙ホチ 


(両掛け紙ホチキス） 


キス止めの用紙をご使用ください（シートフイーダ使巧時は、両端点の0付け用紙を使巧 
してください）。両端点のり方式は保管状態にちよ0ますび、経時変化が激しく、の0硬 
化による凹凸の「しわ」び発生することがあ0ます。その状態で使巧すると用紙ズレび超 
さることびあります。 



-両端の紙ホチキス止め（ダブルギャザー）（用紙枚数2枚の場合のみ巧) 



—チェック- 

• 両端紙ホチキス止めの場合、上層紙と下層紙の印刷位置ズレび発生しやすいので、片側点のリ/片側 
紙ホチキスを推奨します。 

• 片側紙ホチキスや片側とじは使巧でさません。 

• S シン目の前後] 2.7 mm (1/2 インチ） L 处内の紙ホチキスは避けてください。 

• 紙ホチキス部は、用紙び盛り上がりますので、紙厚び厚くな5ないように十分を意して加工してくださ 
し、。紙ホチキス部び厚くなると、その影響により紙ホチキス付近の印字品位び低下する場合びあります。 

• 紙ホチキスの加工部はちの図のよラにしてください 

• 印刷面には紙ホチキスは出ないよラにしてください 



—金属ホチキスは使届しないこと。 

-棒のりとじの届紙は使巧しないこと。 



• 横ミシン目部の盛り上がりが 1 mnU す下 I 

の用紙を使用してください（ち國参照)。横ミシン目位置 1 mmL：rF 

• 用紙枚数2枚の場合は、両端の用紙送 
り巧付近の紙ホチキス止めの場合、 E 口 
刷可能でず。 

• 片側フリーの用紙は使用しないでくだ 
さい。 
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封筒用紙に関ずるを意 


用紙の寸法 



用紙の種類 


i 


上紙 


中 紙 


下紙 


のり付け部 


のり付け部 


両面 テープ 長 


用紙のとじかた 


ホッチキス（ダブルギヤザー） 


上紙 中紙 


ホッチキス（ダブルギヤザー） 


を 


て 


のり付け部 


下紙 


両面テープ 


記号 

ブ法 

W 佣祇幅） 

127〜406.4 mm 

(日〜16インチ） 

L (がりたたみ長さ） 

101 .6 〜 364 mm 
(4 〜141/3インチ） 


とじかた 

上紙/下紙 

中紙/下紙 

種類 

ホチキス 

棒のり 

位置 

両端 

左端•上下端 4.23 mm (1/6 インチ） 



上紙 

中紙 

下紙 

紙質 

一般の用紙 

ノーカーボン紙 

一般の用紙 

巧量 （ g / m 2 ) (連量 （ kg )) 

349〜39.日 （30 〜 34) 

81.4 (70) 

81.4 (70) 


可— o_pp 



000 0 


可00 01 


t^ooo 」 
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• 印刷範囲 


記号 

寸法 

A 

5.08 mmiU 上 

巨 

5.08 mmiU 上 

C 

5.08 mnU ソ上 

D 

5.08 mmiU 上 


両面テープ 



• その他のを意 

-のり付けの幅は、 4.23 mm (1/6 インチ）じ(下とします。 

-のり付けによる厚み増加は、 0.1 mm じ(下とします。 

-巧ずれは、 0.3 mm じ(下とします。 

-両面テープは、印刷中にはがれないようじ接着強度が十分なものとします。 

-給料袋などの場合は、中紙、下紙の裏面に印刷内容が化部にわか6ないような配慮をすること 
をお勧めします。 
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• ラベル紙と台紙の厚さは合計で O . SmmliTF で、ラベル紙の厚さより台 
紙の厚さが同等か厚い用紙を使用してください。 

• 直径 20 mm の円筒にラベルを表にして180°卷き付けたとき、ラベルが台紙 
からめくれたり、 はがれたりしない用紙を使用してください。 

• 再剥離ラベルはラベルが台紙からめくれたり、はがれる場合がありますの 
で、お使いじなる前に確認してくださし、。 

• ラベル紙は、台紙を丸めるとはがれやすくなり、はがれたラベル紙がプ 
リンタの内部におり付いて正常な用紙送りができなくなりますのでを意 
してください。 



• 下の用紙形態の用紙を使用してください。 

-巧紙巧付近のみ"かすとり" *1 したラベル紙 


横ミシン目 



—チ I ック- 

• ラベルシールの端は切0込みを残すこと。 

• 横5シン目にもラベルシールび貼5れているため、盛り上び D およびしわび発生しやすいので、 

フオーム加工の際はミ主意すること。 

-巧紙巧付近と横ミシン目部を「かすとり」したラベル紙 



I かずとり"とは、台紙に貼り付けたラベル紙を体から必、要な部分だけを残してはぎ取ることでず。 
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-アイランド（島）巧に貼6れた 
ラベル紙 

-ラベル紙のちじは半径 

上アール（丸み）を付けた用紙 
を使用してください。 



-云ちあの頂点のようじ、用紙送 

り方向に銳いちのあるお状のラベル紙 
は使用しないでください。 

• のりがラベルの端よりはみ化しているラべ 
ル紙は使用しないでください。 

• ミシン目での盛り上がりが 1 mm を超えるラ 
ベル紙は使用しないでください。 



• はぎ取りやすくするために、あらかじめラベル紙のコーナや端にのりを付けていないラベル紙は使 
用しないで < ださい。 


• "みみ"加工をしたラベル紙は使巧しないで 
ください。 



どうしても必、要な場合、突起部 
には丸みを付け、のり付けして 
く ださい。 



プレプリント用紙に関するを意 


プレプリント用紙とは、書式があらかじめ印刷されている巧紙のことです。 

• 横呈線の印刷は 8.47 mm (1/3 インチ）または 6.35 mm (1/4 インチ）間隔とし、 ED 刷で字は行間の 
中むに入れるようにしてくださし、。 

-トチ I ック- 

行間を 4.23 mm ( 1/ 日インチ）にした場合は横畳線に印刷文字びかかる場合びあります。 

• 横置線の傾きは用紙上端を基準として o . rw 下、縱專線の傾きは用紙左端を基準として 0 . 1 (下にして 
ください。 

• 縮呈線は文字中也、から 3.8 mm の.15インチ）じ(上、離すようにしてください。 



• 用紙の一部または全部の領域が黒色や濃い色でプレプリントされている場合、用紙の吸入や印刷結 
果が正しくな6ないことがありますので、黒色や濃い色でプレプリントしないでください。 
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箱の中身を磕認する . 9 

封筒 . 73, 77 

印刷範囲 . 8と 

給紙方法 . 26 

封筒用紙 . 87 

複写まカット紙 . 84 

複写ま用紙 . 73 

複写ま速続紙 . 85 

複写枚数 . 74 

普通紙 . 73, 83, 84 

プラテンノブ . 13 

プリンろケープル . 11,13, 23 

プリンろ卓 . 10 

プリントサーバ . 10 

プレプリント用紙 . 90 

フ□ントカバー . 13 

フ□ントトラクタフイーダ . 14 

フ□ントぺーパガイドユニット . 14 

ペーパガイド . 13 

扫 ！I 元 □□. 10 

保護用部思 . 14 

補修用性能部品 . 65 

保守サービス . 64 

保証 . 63 


カット . 30 

給紙方法 . 25 

セット-吸入 . 27 

ま意事項 . 80 

排化-スタック . 29 

用紙設計のま意 . 84 

〜を取リ除< . 之9 

□ックスプリング . 13 

□ングライフインクリボン . 12 

□ ングライフインクリボンカートリツジ . 12, 70 



7 


メニューツリー . 42, 44 

メニューモード . 37, 39, 42 

メモリスイ、ソチ . 47 



ヤ 


ヤ 

有寿命部思（有償） . 65, 72 

用紙 

サイズ . 73 

觀 . 74 

セットち向 . 74 

用紙厚調整 . 70 

用紙カット部 . 13 

用紙設計に関ずるを意事項 . 83 

用紙排出 □. 13 





ラベル紙 . 73, 89 

ランプ . 40 

リアトラククフィーダ . 10 

リセット . 39, 4目 

リボンカートリッジセット . 12 

連統紙 . 74 

E 口刷範囲 . 79 

置き方 . 76 


92 



























































高調波電流規格 J 旧 C 61000 -3-2 適合品 

この装置は、高調波電流規格 J に C 61000 -3-2 適 

□' □□—しろ。 

J に C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電 
磁両波性-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 
り相当たりの入力電流が 20 A じ(下の機器)」じ基づ 
き、商用電力み統の高調が環境目標レベルに適合し 
て設計•製造した製品です。 


電波障喜自主規制について 

この装置は、クラス巨情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていまずが、この装置がラジ 
才やテレビジョン受信横に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書(こ従って正しい取リキ及いをしてください。 


VCCI-B 


電源の瞬時電圧低下巧策について 

本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の走めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策規格を満足しておりま 
す。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合が生じることがありまず。電源の瞬時電圧低下対策 
としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めしまず。 

(社団法人電子情報技術産業協含のパーソナルコンピューろの瞬時電圧低下対策に基づく表示） 

海外でのご使巧について 

本装置は、日本国内仕様のため海外でご使巧になる場合、 NEC の海外拠点で修理することはできません。また、日本国内 
での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認をを受けておりません。したがって、本装置を輸化 
した塌合に当詰国での輸入通関、および使巧に対し罰金、事故[こよる補償等の問題が発生することがあっても、弊社は直 
接-間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 


電気通信事業法について 

LAN インターフェースでネットワークに接続する場合、電気通信事業法で走められた電気通信事業者 （ ADSL モデムや 
CATV など）へ直接接続ずることは許可されていません。 







